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１ 令和７年度漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会  

ブロック講習会（東京会場）プログラム 
                     

東京会場（１０月９日（木）－１０日（金）） 

会場：ＡＰ浜松町  Ａルーム 

第1日目 藻場部会 

13:00～ 

13:30～13:40 

 

 

13:40～14:40 

 

 

 

14:40～15:10 

 

15:10～15:40 

 

15:40～ 

 

 

15:40～16:00 

 

16:00～16:40 

16:40

開場 

開会 挨拶 オリエンテーション 

(1)海水温上昇の影響と磯焼け対策の推進 

コーディネーター片山貴之サポート専門家 

① 海藻と海水温について 

  （水産研究・教育機構 水産技術研究所 環境・応用部門 

沿岸生態システム部 漁場生産グループ  

島袋寛盛主任研究員)

② 早熟性カジメを活用した藻場再生の取り組み 

（神奈川県水産技術センター高村正造主任研究員） 

③ 早熟性カジメによる磯焼け対策事例 

  （諸磯藻場保全活動組織本間功一氏） 

(2)民間企業等と活動組織の連携について 

（一般社団法人水産土木建設技術センター 

安藤亘専門技術員、齋藤論理研究員）

① 民間企業等と活動組織の連携について 

水産多面的機能発揮対策における連携事例 

② 民間企業への藻場保全活動に関するアンケート結果について 

閉会 

閉会後、民間企業等外部団体の紹介及び情報交換 

 

第2日目 内水面部会 Ａルーム 

9:30～ 

10:00～10:10 

 

 

10:10～11:10 

 

11:10～11:25 

 

11:25～11:45 

11:45

開場 

開会 オリエンテーション 

(1) 内水面生態系について 

コーディネーター桐生透サポート専門家 

① 内水面生態系の維持・保全・改善の技術について 

（桐生透サポート専門家） 

② 事例紹介 

  敦賀河川を守る会（福井県敦賀市）安達辰典氏 

③ サポート専門家の活用にあたっての利便性の向上とひとう

み.ｊｐ取組情報の充実について 

（全国内水面漁業協同組合連合会岩下誠業務課長） 

閉会 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。又、進行状況等により時

間が前後する場合があります。 
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２　出席者名簿

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 佐藤貴之 根室海域環境保全協議会 活動組織

2 北海道 石井裕也 根室市水産経済部水産指導課 行政

3 北海道 浅井大輔 根室市水産経済部水産指導課 行政

4 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

7 青森県 岩間貴志 青森県風間浦村産業建設課 行政

8 青森県 藤川義一 青森県三八農林水産事務所八戸水産事務所 行政

9 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

10 神奈川県 石橋英樹 城ヶ島藻場保全活動組織 活動組織

11 神奈川県 髙嶋國博 JOFIクリーンオーシャンプロジェクト活動組織 活動組織

12 神奈川県 鵜飼俊行 神奈川県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

13 神奈川県 石塚翔悟 神奈川県漁業協同組合連合会 漁連・漁協

14 神奈川県 三縄友弘 神奈川県横須賀市農水産業振興課 行政

15 神奈川県 関口洋資 神奈川県横須賀市農水産業振興課 行政

16 神奈川県 小濱信一 神奈川県三浦市海業水産課 行政

17 神奈川県 石井　洋 神奈川県水産技術センター 水試

18 神奈川県 遠藤健斗 神奈川県水産技術センター 水試

19 神奈川県 山本貴一 神奈川県水産技術センター 水試

20 神奈川県 木下淳司 神奈川県水産課 行政

21 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会

22 富山県 坂　廣志 国分の岬藻場再生会 活動組織

23 富山県 田中　彰 国分の岬藻場再生会 活動組織

24 富山県 畑　雅弘 国分の岬藻場再生会 活動組織

25 富山県 中島一歩 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

26 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

27 静岡県 池田晃雄 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

28 静岡県 松本匡広 榛南磯焼け対策活動協議会 活動組織

29 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

30 静岡県 狩野恭平 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

31 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

32 兵庫県 宮武航大 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

33 兵庫県 佐藤政男 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

34 島根県 安原　豪 島根県東部農林水産振興センター 行政

35 島根県 武田健二 島根県海面地域協議会 協議会

36 島根県 山根杏梨 島根県海面地域協議会 協議会

37 島根県 土江秀治 島根県海面地域協議会 協議会

38 徳島県 森　啓介 徳島県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

39 香川県 楠永　楓 香川県水産課 行政

40 香川県 秋山智彦 香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会 行政

41 愛媛県 渡部祐志 愛媛県農林水産部水産局水産課 行政

42 高知県 鈴木　怜 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

43 高知県 池田拓司 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

44 長崎県 田中琳太良 長崎県諫早市水産課 行政

45 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

46 長崎県 岩永俊介 長崎県漁港漁場課 行政

47 宮崎県 岩切文汰 宮崎県門川町農林水産課 行政

【ブロック講習会（東京会場）藻場部会】　 
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

48 鹿児島県 原口展子 鹿屋市漁協アマモ会 活動組織

49 コーディネーター 片山貴之 サポート専門家（海洋建設株式会社和歌山営業所所長） 専門家事務局等

50 講師 島袋寛盛 水産研究・教育機構水産技術研究所廿日市庁舎主任研究員 専門家事務局等

51 講師 高村正造 神奈川県水産技術センター 専門家事務局等

52 講師 本間功一 諸磯藻場保全活動組織 専門家事務局等

53 講師 安藤　亘 一般社団法人水産土木建設技術センター専門技術員 専門家事務局等

54 講師 齋藤論理 一般社団法人水産土木建設技術センター研究員 専門家事務局等

55 サポート専門家 秋田晋吾 北海道大学大学院水産科学研究院　助教 専門家事務局等

56 サポート専門家 高山優美 海藻おしば協会 専門家事務局等

57 サポート専門家 中嶋　泰 オフィスMOBA 専門家事務局等

58 サポート専門家 南里海児 株式会社ベントス 専門家事務局等

59 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐　 専門家事務局等

60 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課計画官 専門家事務局等

61 水産庁 諸熊孝典 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長　 専門家事務局等

62 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組連合会漁政部 専門家事務局等

63 共同機関 野口友里菜 全国漁業協同組連合会漁政部 専門家事務局等

64 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組連合会漁政部 専門家事務局等

65 事務局 熊谷　徹 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

66 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

67 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

2 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

3 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

4 青森県 藤川義一 青森県三八農林水産事務所八戸水産事務所 行政

5 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

6 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会

7 富山県 中島一歩 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

8 福井県 熊谷久恵 南川ラインレスキュー隊 活動組織

9 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

10 愛知県 吉見紳吾 愛知県水産課 行政

11 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

12 兵庫県 宮武航大 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

13 島根県 安原　豪 島根県東部農林水産振興センター 行政

14 島根県 武田健二 島根県海面地域協議会 協議会

15 島根県 山根杏梨 島根県海面地域協議会 協議会

16 島根県 土江秀治 島根県海面地域協議会 協議会

17 愛媛県 渡部祐志 愛媛県農林水産部水産局水産課 行政

18 高知県 戸田二郎 鏡川環境保全の会 活動組織

19 高知県 鈴木　怜 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

20 高知県 池田拓司 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

21 長崎県 田中琳太良 長崎県諫早市水産課 行政

22 宮崎県 岩切文汰 宮崎県門川町農林水産課 行政

23 コーディネーター 桐生　透 サポート専門家 専門家事務局等

24 事例紹介 安達辰典 敦賀河川を守る会 活動組織

25 講師 岩下　誠 全国内水面漁業協同組合連合会業務課長 専門家事務局等

26 水産庁 丸茂亮太 水産庁増殖推進部栽培養殖課内水面指導班課長補佐 専門家事務局等

27 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐　 専門家事務局等

28 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課計画官 専門家事務局等

29 水産庁 諸熊孝典 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長　 専門家事務局等

30 サポート専門家 安藤　亘 合同会社ＥＣＯＳ技術士事務所 専門家事務局等

31 事務局 熊谷　徹 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

32 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

33 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部調査役 専門家事務局等

【ブロック講習会（東京会場）内水面部会】　 
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ア
マ
モ

ア
マ
モ

Z
os

te
ra

m
ar

in
a

大
型型
ななななな
海
藻
・
海
草
類類
のののののの

藻
場
と
は
。

目
指
す

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
技
術
研
究
所

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
技
術
研
究
所

水
産
技
術
研
究
所

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
技
術
研
究
所

水
産
技
術
研
究
所
漁
場
生
産
力

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

漁
場
生
産
力

漁
場
生
産
力
グ
ル
ー
プ

海
藻
・
藻
場

日
本
の
藻
場
面
積
の
把
握

藻
場
の
新
た
な
機
能
を
解
明

堆
積
物
を
コ
ア
で
採
集

ア
マ
モ
場
に
は

数
千
年
前
か
ら
の

ア
マ
モ
由
来
の
有
機
炭
素
が

堆
積
し
て
い
る
！

瀬
戸
内
海
の
ア
マ
モ
場
で
は
、

年
間

ト
ン
の
炭
素
を

吸
収
し
、
そ
の
う
ち
約

ト
ン
が
底
泥
に
堆
積
し
固
定
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

高
温
耐
性
株
を
用
い
た

ワ
カ
メ
の
養
殖

〜
海
藻
と
海
水
温
に
つ
い
て
〜

日
本
に
お
け
る
藻
場
の
現
状
と
今
後
の
可
能
性

水
産
研
究
・
教
育
機
構
水
産
技
術
研
究
所

島
袋
寛
盛

令
和

年
度
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
構
強
化
対
策
講
習
会

令
和

年
月

日
３　藻場部会

（１）海水温上昇の影響と磯焼け対策の推進

 ①海藻と海水温について
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日
本
の
漁
業
生
産
量
の
推
移

19
84
年

1,
28

2t

生
産
年
齢
人
口
の

ピ
ー
ク

人
口
の
ピ
ー
ク

資
料
：
農
林
水
産
省
「
漁
業
・
養
殖
業
生
産
統
計
」

日
本
の
漁
業
生
産
量
の
推
移

日
本
の
漁
業
生
産
量
の
推
移

藻
場
の
ピ
ー
ク

全
国
の
藻
場
面
積

全
国
の
藻
場
面
積 年

実
施

環
境
省
第
４
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査

年
実
施

環
境
省
第
５
回
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査

年
実
施

環
境
省
全
国
藻
場
分
布
調
査
調
査

増
え
て
い
る
！
？

実
際
の
感
覚
と
し
て
は

実
際
の
感
覚
と
し
て
は

か
な
り
減
少
し
て
い
る

太
平
洋
岸
、
日
本
海
西
部
の

太
平
洋
岸
、
日
本
海
西
部
の

暖
流
域

M
O

BA
海
藻
が
集
ま
っ
た

海
藻
が
集
ま
っ
た
“

海
藻
が
集
ま
っ
た
“場場場
”

場場
”（
群
落
）
＝ M

O
BA

M
O

BA
（
群
落
）
＝

（
群
落
）
＝
藻
場

し
か
し
藻
場
は
減
少
し
て
い
る
・
・
。

寒
海
性
コ
ン
ブ
類

温
帯
性
コ
ン
ブ
類

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

日
本
は
ど
の
種
も
混
生
し

海
藻
の
多
様
性
が
高
い

ア
マ
モ
（
海
草
）
類

6



藻
場
の
で
き
る
で
き
な
い
は

藻
場
の
で
き
る
で
き
な
い
は

何
で
決
ま
る
？

水
温

流
動

栄
養

塩
栄

養
塩

““天
然
の
藻
場

天
然
の
藻
場

”
天
然
の
藻
場

”で
は
因
果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い

で
は
因
果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い

今
後
の
研
究
に
期
待

藻
類
養
殖
の
よ
う
に

藻
類
養
殖
の
よ
う
に

高
密
に
生
え
て
い
る
環
境
で
は

高
密
に
生
え
て
い
る
環
境
で
は

高
密
に
生
え
て
い
る
環
境
で
は

栄
養
塩
は
と
て
も
重
要

中
日
新
聞

中
日
新
聞

W
EB

W
EB
（（（

20
23

/1
/7

20
23

/1
/7
）

屋
外
水
槽
で
海
藻
を
飼
育
し
て
い
る
と
。

同
じ
よ
う
に
海
水
を
か
け
流
し
て
い
る
の
に
・
・
。

ア
ナ
ア
オ
サ

ツ
ノ
マ
タ

ア
ナ
ア
オ
サ

ツ
ノ
マ
タ

フ
ク
ロ
ノ
リ

石
灰
藻

優
占
す
る

“雑
藻

”が
そ
れ
ぞ
れ
違
う

わ
ず
か
な

“環
境

”の
違
い
で
生
え
て
く
る
海
藻
が
異
な
る

マ
ク
サ

サ
ン
ゴ
モ

サ
ン
ゴ
モ

ユ
カ
リ

ク
ロ
メ

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

ア
カ
モ
ク

和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町

鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市

高
知
県
東
洋
町

長
崎
県
五
島
市

実
際
に
観
察
す
る
と
、
日
本
の
各
地
の
海
で

実
際
に
観
察
す
る
と
、
日
本
の
各
地
の
海
で

磯
焼
け
と
よ
ば
れ
る
藻
場
の
消
失
が
確
認
さ
れ
て
い
る

藻
場
の
衰
退
は
日
本
の
文
化
衰
退
に
も
つ
な
が
る
・
・
。

20
24
年

6月
7日

「
磯
焼
け
」
不
漁

海
女
さ
ん

10
年
で
半
減

20
24
年

7月
3日

津
波
の
教
訓
を
伝
え
る
神
事

「
御
中
施
（
ご
じ
ゅ
う
せ
）
」

緑
藻
ミ
ル

天
然
ア
マ
モ
の

天
然
ア
マ
モ
の

天
然

石
風
呂

ア
マ
モ
の
石
風
呂

ア
マ
モ
の

、
石
風
呂
、

石
風
呂

来
夏
で

来
夏
で

来
夏

営
業
終
了

で
営
業
終
了

で
消
え
る

消
え
る

消
瀬
戸
内

え
る
瀬
戸
内

え
る

の
瀬
戸
内
の

瀬
戸
内

原
風
景

の
原
風
景

の
に

原
風
景
に

原
風
景

常
連
客
惜

に
常
連
客
惜

に
し
む
声

し
む
声

し
む

広
島
・竹

原
市

・竹
原
市

・
の

竹
原
市
の

竹
原
市

岩
乃
屋

の
岩
乃
屋

の

20
15
年

10
月

31
日

天
然
ア
マ
モ
の
石
風
呂
ア

マ
モ
の
入
手
困
難
に
よ
り

営
業
終
了

日
本
藻
類
学
会
誌

59
: 1

55
-1

58
, 2

01
1

藻
場
の
消
失
と

神
事
の
途
絶
を
指
摘
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水
温
上
昇
に
よ
る

影
響
が
大
き
い

藻
場
が
衰
退
す
る
要
因

藻
場
が
な
い
状
態
が

維
持
さ
れ
る
要
因

藻
場
が
あ
る
！

藻
食
魚
類
の

藻
食
魚
類類類類類類類類
の

食
圧

ウ
ニ
の
食
圧

藻
場
が
な
く
な
る
要
因

ウ
ニ
と
魚

ウ
ニ
と
魚

ウ
ニ
と
魚

ウ
ニ
と
魚

12
.5

%
水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

10
%

静
穏
化

水
温
上
昇

静
穏
化

水
温
上
昇

水
温
上
昇

水
温
上
昇

静
穏
化

静
穏
化

静
穏
化

22
.5

%

そ
の
他

静
穏
化

静
穏
化

22
.5

%
静
穏
化
そ
の
他

そ
の
他

    
  

そ
の
他

そ
の
他

    
  8

%
ウ
ニ

ウ
ニ

ウ
ニ

ウ
ニ

ウ
ニ

25
%

ウ
ニ
と
魚魚

ウ
ニ
と
魚魚魚魚魚魚魚魚

17
.5

%

水
産
庁
報
告
書
よ
り
改
変

堆
積
す
る
浮
泥
を
取
り
除
く
た
め
に
も

揺
れ
る
と
い
う
動
き
は
と
て
も
重
要

流
動

が
藻
場
に
与
え
る
影
響

海
藻
・
海
草
に
と
っ
て

揺
れ
る
と
い
う
動
き
は
と
て
も
重
要

流
動

海
藻
・
海
草
も
生
き
物
な
ん
だ
！ O
2

C
O

2

O
2

C
O

2

光
合
成

呼
吸

必
死
に
揺
れ
て

海
水
交
換
！
！

が
藻
場
に
与
え
る
影
響

も
し
光
合
成
も
で
き
な
い

夜
間
に
水
の
動
き
が

な
か
っ
た
ら
・
・
。

呼
吸
で
き
ず
に

窒
息
し
て
し
ま
う
。

種
に
よ
っ
て
好
適
な
流
動
に
特
異
性
が
あ
る

＞
＞

藻
場
の
で
き
る
で
き
な
い
は

藻
場
の
で
き
る
で
き
な
い
は

何
で
決
ま
る
？

水
温

流
動

ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク

水
温

流
動

流
動

・

・ ・
・・・

・・・
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和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町

鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市

高
知
県
東
洋
町

長
崎
県
五
島
市

海
藻
植
性
は
移
行
せ
ず

海
藻
植
性
はははははははは
移
行
せ
ず

多
く
の
空
白
地
帯
が
生
じ
て
い
る

日
本
に
お
け
る

海
藻
類
の
分
布

水
温
上
昇
に
よ
り

分
布
が
北
上
す
る
な
ら

問
題
な
い
？

実
際
は

そ
う
は
な
っ
て
い
な
い

こ
ん
な
藻
場
を
取
り
戻
し
た
い
・
・
。

愛
媛
県

に
よ
る
藻
場
植
生
の
変
化

水
温

温
帯
性
コ
ン
ブ
目
類
＋

温
帯
性
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

温
帯
性

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

小
型
紅
藻
類

（
マ
ク
サ
）

亜
熱
帯
性
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

磯
焼
け
＋
サ
ン
ゴ
類

ク
ロ
メ

ノ
コ
ギ
リ
モ
クク
ヤ
ツ
マ
タ
モ
ク

ナ
ガガ
ウ
ニ
類

ガ
ン
ガ
ゼ

サ
ン
ゴ
類

ク
マ
ク
サ

有
節
サ
ン
ゴ
モ

磯
焼
け
・
・

ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク
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藻場の現存量

食
害
強
度

藻
場
あ
り

磯
焼
け

藻
場
の
消
失
と
創
出
の
過
程

こ
こ
を
つ
な
げ
る
こ
と
が

非
常
に
困
難

こ
こ
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

●●
●●●

●●●
●●●

●
●●●●

●●●●
●●●

●
●

●●
●●●

●●●
●●●

●●●
●●●

●●●
●●●

●●●
●●●

●
●●

●●●
●●●

●●●
●

●●
●●●

●
●●

●●●
●

●●
●

●●
●●●

●●●
●●●

●
●●

●●●
●●●

●●●
●●●

●●●
●●●

●●●
●●●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●●
●

●●
●

●
●

●
●

●
●

●●●●
●

●
●

●

九
州

以
北
の

日
本
列
島

南
西
諸
島

東
南

ア
ジ
ア

日
本
及
び
近
隣
に
成
育
す
る
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
属
の
分
布

こ
の
境
界
を
越
え
て
き
た

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
種
は

見
た
こ
と
が
な
い

ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク

亜
熱
帯
性
種
で
あ
り
、

且
つ
温
帯
域
に
分
布
し
て
い
る
種
は

拡
大
傾
向
に
あ
る

マ
ジ
リ
モ
ク

多
様
な
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
形
態
が
創
出
す
る
多
様
な
藻
場
景
観

日
本
に
お
け
る

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
分
布

温
帯
性
海
藻
の
南
限

亜
熱
帯
性
海
藻
の
北
限

増
加
傾
向
に
あ
る
？

水
温
上
昇
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る

亜
熱
帯
性
海
藻
の
北
限

増
加
傾
向
に
あ
る
？

温
帯
性
海
藻
の
南
限

温
帯
性
海
藻
の
南
限

温
帯
性
海
藻
の
南
限

温
帯
性
海
藻
の
南
限

水
温
上
昇
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
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藻
場
の
創
出
技
術
の
開
発

19
60

19
70

19
80

19
90

20
00

20
10

20
20

20
30

藻
場
が
あ
っ
た
時
代

藻
場
を
修
復
す
る
技
術

“か
つ
て
の
藻
場

”
を
取
り
戻
す
技
術

藻
場
を
創
出
す
る
技
術

（
“藻

場
”の

再
定
義
）

“日
本
の
海
に
海
藻
が
あ
る
状
態
に
す
る

”

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
藻
場
の
状
況
把
握
）
の
重
要
性

日
本
と
し
て
藻
場
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
ズ
づ
く
り

ア
ラ
メ

AI
等
を
用
い
た

藻
場
タ
イ
プ
別
の
分
布
現
況
及
び
将
来
予
測

高
度
化
さ
れ
た
水
上
・
水
中
ド
ロ
ー
ン
と

AI
に
よ
る
藻
場
情
報
収
集

※
養
殖
適
地
も
同
様

衛
星
画
像
に
よ
る
情
報
収
集

カ
ジ
メ
！

？

藻
場
の
資
源
評
価

ア
ジ
ア
各
国
と
の

連
携

ビ
ビ
ッ

現
場
で
海
藻
を
見
る
技
術

国
内
に
お
け
る
藻
場
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

環
境
省

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

事
業

海
藻
藻
場

サ
イ
ト

ア
マ
モ
場

サ
イ
ト

毎
年
被
度
を
観
測
し
、

年
毎
に
は
現
存
量
の
調
査

国
内
に
お
け
る
藻
場
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
藻
場
の
状
況
把
握
）
の
重
要
性

藻
場
・
干
潟
ビ
ジ
ョ
ン

水
産
庁
（

20
16
）

広
く
藻
場
の
情
報
を
有
す
る
県
が
少
な
い
・
・
。

藻
場
の
重
要
性
は
認
識
し
つ
つ
も

水
産
の
生
産
量
増
加
と
の
つ
な
が
り
を
証
明
し
づ
ら
い

各
県
が
自
前
で
藻
場
調
査
を
で
き
る
よ
う
な

意
識
づ
く
り
が
重
要

今
後
、
必
要
と
な
る
研
究
開
発

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

創
出
技
術

修
復
技
術

教
育

修
復
技
術

修
復
技
術

修
復
技
術

修
復
技
術

修
復
技
術

修
復
技
術
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藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

（
価
値
が
生
ま
れ
る
）

藻
場
が
で
き
る

小
さ
い
生
き
物
が

小
さ
い
生
き
物
が

集
ま
る

大
き
い
生
き
物
が

大
き
い
生
き
物
が

集
ま
る

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

を
吸
収
す
る

波
浪
を
和
ら
げ

波
浪
を
和
ら
げ

国
土
を
守
る

人
へ
の
価
値
を
創
出
す
る

藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

藻
場
が
あ
る
こ
と
の
価
値
は
評
価
が
難
し
い
・
・
。

河
口
域

藻
場

珊
瑚
礁

湖
・
川

熱
帯

雨
林

牧
草
地

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

＄
年

地
球
上
の
各
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の

経
済
価
値

(C
os

ta
nz

aら
19

97
: N

at
ur

e)

藻
場
の
価
値
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
！

年
ら

生
態
系
サ
ー
ビ
ス

藻
場
の
価
値
は

海
藻
・
藻
場
の
創
出

海
藻
・
藻
場
の
創
出

海
藻
・
藻
場
の
創
出

海
藻
・
藻
場
の
創
出
ととと
価
値
の
評
価

と
価
値
の
評
価

価
値
の
評
価

価
値
の
評
価

価
値
の
評
価
が
難
し
い

価
値
は
生
ま
れ
ま
す
！

藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

（
価
値
が
生
ま
れ
る
）

藻
場
が
で
き
る

小
さ
い
生
き
物
が

小
さ
い
生
き
物
が

集
ま
る

大
き
い
生
き
物
が

大
き
い
生
き
物
が

集
ま
る

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

を
吸
収
す
る

波
浪
を
和
ら
げ

波
浪
を
和
ら
げ

国
土
を
守
る

人
へ
の
価
値
を
創
出
す
る

風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る

藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る

藻
場
が
あ
る
こ
と
の
価
値
は
評
価
が
難
し
い
・
・
。

教教教
育

研
究
や
技
術
開
発
に
は
お
金
が
い
る

藻
場
研
究
の
重
要
性
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う

サ
ン
ゴ
を
守
ろ
う
！

森
を
守
ろ
う
！

ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
き
や
す
い

世
間
の
海
藻
へ
の
認
識

海
藻
（
藻
場
）
も

海
藻
（
藻
場
）
も

生
態
系
の
重
要
な
構
成
要
素

生
態
系
の
重
要
な
構
成
要
素

海
の
中
に
も
植
物
が
あ
る
よ
！

20
22
年
度
高
知
県
東
洋
町
に
て

地
元
の
中
学
校
で
の
授
業

座
学

学
習
発
表
会

実
習

体
験
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
重
要

海
の
中
に
も
植
物
が
あ
る
よ
！

海
の
中
に
も
植
物
が
あ
る
よ
！

将
来
は
瀬
戸
内
海
の
環

境
を
守
る
研
究
者
に
な

り
た
い
で
す
！

ワ
カ
メ
が

い
っ
ぱ
い
！
！

藻
場
の
創
出
技
術
の
開
発

広
島
の
カ
キ
筏

愛
媛
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
筏

愛
媛
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
筏

に
つ
く
海
藻

未
利
用
施
設
の
利
用
や

新
設
設
備
へ
の
藻
場
造
成
技
術

和
歌
山
県

高
温
耐
性
カ
ジ
メ

育
種

高
温
耐
性
カ
ジ
メ
の

活
用
に
懸
念

掛
け
合
わ
せ
に
よ
っ
て
作
出
し
た
有
用
株
が

生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
？

そ
の
場
に

海
藻
が
な
い
影
響
の
方
が
大
き
い

有
用
特
性
を
も
っ
た

藻
場
構
成
種
の
育
種
技
術
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藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

（
価
値
が
生
ま
れ
る
）

藻
場
が
で
き
る

小
さ
い
生
き
物
が

小
さ
い
生
き
物
が

集
ま
る

大
き
い
生
き
物
が

大
き
い
生
き
物
が

集
ま
る

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

を
吸
収
す
る

波
浪
を
和
ら
げ

波
浪
を
和
ら
げ

国
土
を
守
る

人
へ
の
価
値
を
創
出
す
る

藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

藻
場
を
保
全
・
創
出
し
沿
岸
域
の
価
値
を
高
め
て
い
く

と
に
か
く
海
の
中
に
海
藻
が
あ
る
状
態
に
し
て

海
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
た
い

藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

（
価
値
が
生
ま
れ
る
）

藻
場
が
で
き
る

小
さ
い
生
き
物
が

小
さ
い
生
き
物
が

集
ま
る

大
き
い
生
き
物
が

大
き
い
生
き
物
が

集
ま
る

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

水
を
浄
化
し

を
吸
収
す
る

波
浪
を
和
ら
げ

波
浪
を
和
ら
げ

国
土
を
守
る

人
へ
の
価
値
を
創
出
す
る

藻
場
が
で
き
れ
ば
人
が
儲
か
る

藻
場
が
あ
る
こ
と
の
価
値
は
評
価
が
難
し
い
・
・
。

食
料
生
産
な
ど

吸
収
源

藻
場
の
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

海
域
で
の
食
料
生
産
は

ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
最
小
化
し

水
を
使
わ
ず
生
産
可
能

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
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神
奈

川
県

で
の

藻
場

再
生

対
策

藻
場
は
魚
介
類
の
生
育
場
・
産
卵
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら

磯
焼

け
は

磯
根

資
源

の
減

少
に

直
結

県
内

の
多

く
の

漁
業

団
体

か
ら

も
磯

焼
け

対
策

の
要

望

水
産

技
術

セ
ン

タ
ー

で
は

海
藻

種
苗

生
産

と
海

域
展

開
技

術
開

発
に

よ
り

漁
協
・
漁
業
者
や
水
産
多
面
活
動
団
体
と
と
も
に
対
策
を
実
施
中

水
産

技
術
セ

ン
タ

ー

漁
協
・
漁
業
者

対
策
の

相
談
要
望

個
別
に
対
策
内
容
を
提
案

海
藻
種
苗
の
提
供

海
域
展
開
場
所
・
方
法
の
調
整

水
産
多
面
活
動
団
体

藻
場
再
生
対
策
説
明
会
の
様
子

年

エ
リ
ア

19
90
年

20
22
年

増
減
量

増
減
率

東
京
湾
側

1,
28
0

1,
26
0

△
20

△
1％

相
模
湾
側

2,
69
0

58
0

△
2,
11
0

△
79
％

合
計

3,
97

0
1,
84

0
△

2,
13

0
△

54
％

藻
場
面
積
の

推
移
（

）

年

（
芳
山
・
木
下

）

藻
場

面
積

は
大

き
く

減
少

著
し
く
藻
場
が
減
少
し
て
い
る
相
模
湾
海
域
で
、
重
点
的
に
藻
場
再
生
対
策
を
実
施

20
14
年

横
須
賀
市
長
井
地
先
（三
浦
半
島
西
岸
海
域
）

•
年
代
後
半
か
ら
三
浦
半
島
沿
岸
部
で
磯
焼
け
の
報
告
が
相
次
ぐ

•
年
頃
に
は
県
西
海
域
（
小
田
原
・
真
鶴
）
で
も
急
速
に
磯
焼
け
が
進
行

（
高
村
ほ
か

）

•
磯
焼
け
＝

漁
業
資
源
を
支
え
る
基
盤
の
喪
失

⇒
 
沿
岸
漁
業
へ
の
打
撃

大

神
奈
川
の
海
（
特
に
相
模
湾
側
）
で
も
磯
焼
け
が
深
刻

20
18
年

真
鶴
岩
地
先
（県
西
部
海
域
）

令
和
7年

10
月
9日

漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能

強
化
対
策
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

主
任
研
究
員

高
村
正
造

早
熟
性
カ
ジ
メ
を
活
用
し
た

藻
場
再
生
の
取
り
組
み

②早熟性カジメを活用した藻場再生の取り組み
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相
模
湾
沿
岸
で
の
藻
場
再
生
対
策

R６
年
度
は
相
模
湾
沿
岸
の
１
２
漁
協
と
水
産
多
面
活
動
６
団
体
に

海
藻
種
苗
を
提
供
し
、
15
地
区
で
海
域
展
開
の
取
り
組
み
を
実
施R６
以
前

か
ら
取
組

R６
か
ら

取
組
開
始

海
藻
種
苗
の
海
域
展
開

海
藻
畑
の
敷
設

食
害
防
除
カ
ゴ
藻
礁

漁
港
岸
壁
か
ら
の
種
苗
設
置

ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
の
設
置

藻
場
造
成
に
使
用
し
て
い
る
海
藻
種
苗
（
早
熟
性
カ
ジ
メ
）

•
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は

、
早
熟
性
カ
ジ
メ
種
苗
の
人
工
生
産
技
術
を
開
発

•
早
熟
性
カ
ジ
メ
は
約

ヶ
月
ほ
ど
で
成
熟
し
（
通
常
は
約

年
半
）
、
遊
走
子
（
種
）
を
放
出

•
６
年
度
よ
り
、
早
熟
性
カ
ジ
メ
種
苗
の
量
産
を
開
始

•
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
人
工
種
苗
を
活
用

し
て
県
内
沿
岸
域
の

藻
場
再
生
を
目
指
す

育
成
中
の
早
熟
性

カ
ジ
メ
種
苗

種
苗
生
産
藻
類
培
養
室

（
木
下
ら

）

藻
場
再
生
に

使
用
す
る

海
藻

種
苗

カ
ジ
メ
（
早
熟
性
）
と
ア
カ
モ
ク
を
主
に
培
養
・
育
成
し
て
種
苗
生
産

R７
年
度
の
提
供
可
能
数
量
（
予
定
）
：
カ
ジ
メ
約
70
,0
00
株

ア
カ
モ
ク
約
4,
00
0株

県
内
漁
協
・
漁
業
者
、
県
内
市
町
、
水
産
多
面
活
動
団
体
に
対
し
て
無
償
提
供

15



今
後
の
藻
場
造
成
の
取
り
組
み
内
容

藻
場
の
形
成
と
遊
走
子
拡
散

藻
場
形
成
（城
ヶ
島
）

海
藻
畑
の
成
熟
し
た
カ
ジ
メ
（
葉
山
）

食
害
防
除
カ
ゴ
の
外
に
自
生
し
た
カ
ジ
メ
（
諸
磯
）

10
月
～
11
月

→
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
大
規
模
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
に
よ
る
遊
走
子
の
拡
散

12
月
以
降

→
カ
ジ
メ
・
ア
カ
モ
ク
種
苗
の
設
置
に
よ
る
藻
場
形
成

※
食
害
が
酷
い
カ
ジ
メ
の
成
熟
期
（1
0月
～
11
月
）
は
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
で
遊
走
子

を
拡
散
、
水
温
が
下
が
り
食
害
が
収
ま
る
12
月
以
降
に
種
苗
を
設
置
す
る

海
藻
畑
の
海
底
敷
設
：
９
地
点

岸
壁
か
ら
の
海
藻
設
置
：
４
地
点

カ
ジ
メ
の
藻
場
再
生
対
策
結
果

ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
設
置
：
３
地
点

食
害
防
除
カ
ゴ
藻
礁
の
設
置
：
１
０
地
点

→
冬
季
（
12
月
以
降
）以
前
に
設
置
し
た
海
藻
畑
は
魚
類
の
食
害
に
よ
り
消
失

→
11
月
に
設
置
し
た
地
点
を
含
め
、
R７
年
7月
ま
で
は
全
地
点
残
存

12
月
以
降
の
３
地
点
は
R７
年
７
月
ま
で
残
存

→
設
置
箇
所
か
ら
幼
葉
確
認
（
１
地
点
）

→
時
化
で
カ
ゴ
が
破
損
し
た
地
点
（
２
地
点
）
以
外
で
は
全
地
点
で
海
藻
残
存
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諸
磯
藻
場
保
全
活
動
組
織
に
つ
い
て

◼
2
0
1
6
年
6
月
1
3
日
に
発
足
、
構
成
員
数
1
8
名
、
活
動
範
囲
1
0
ｈ
a

◼
主
な
活
動
は
藻
場
の
保
全

ア
イ
ゴ
除
去
，
ウ
ニ
除
去
，
カ
ジ
メ
母
藻
の
設
置
（カ
ジ
メ
石
，
食
害
防
止
柵
等
）
，

漁
業
者
研
修
，
小
学
生
へ
環
境
教
育

ア
イ
ゴ
除
去

ウ
ニ
除
去

ス
ポ
ア
バ
ッ
グ

漁
業
者
研
修

諸
磯

小
網
代

二
町
谷

神
奈
川
県
三
浦
市
諸
磯
に
つ
い
て

◼
磯
根
が
発
達
。
か
つ
て
は
豊
か
な
カ
ジ
メ
藻
場
だ
っ
た
。
2
0
1
0
年
代
か
ら
全
域
で
磯
焼
け
。

◼
磯
焼
け
の
持
続
要
因
は
観
察
か
ら
遊
走
子
の
不
足
と
魚
類
・
ウ
ニ
の
食
害

今
回
お
話
し
す
る
内
容

◼
諸
磯
地
域
の
概
要

◼
諸
磯
の
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
発
見
と
県
に
よ
る
人
工
種
苗
生
産

◼
早
熟
性
カ
ジ
メ
を
用
い
た
，
磯
焼
け
対
策
事
例

・
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業

・
日
テ
レ
ウ
ミ
コ
イ
と
の
連
携

◼
今
後
の
取
り
組
み

早
熟
性
カ
ジ
メ
に
よ
る

磯
焼
け
対
策
事
例

諸
磯
藻
場
保
全
活
動
組
織

本
間
功
一

（
み
う
ら
漁
業
協
同
組
合

諸
磯
支
所
）

③早熟性カジメによる磯焼け対策事例
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神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
が
早
熟
性
カ
ジ
メ
人
工
種
苗
技
術
確
立

年
諸
磯
産
（
茎
径

㎜
）

神
奈

川
県

内
各

地
の

カ
ジ

メ
由

来
の

フ
リ
ー
配
偶
体
を
培
養

雌
雄

別
に

フ
リ

ー
配

偶
体

を
作

成

棚
田
ら
（

）
の
フ
リ
ー
配
偶
体
に
よ
る
ワ
カ
メ
種
苗
生
産
技
術
を
カ
ジ
メ
に
応
用

M
ar

ch
 2

5,
 2

01
5

O
ct

ob
er

 2
0,

 2
01

5
Ja

nu
ar

y 
21

, 2
01

6

 Ju
ly

 7
, 2

01
6 

   
   

   
   

  O
ct

ob
er

 1
3,

 2
01

6
   

   
   

Fe
br

ua
ry

 1
6,

 2
01

7

 
 Ju

ly
 6

, 2
01

7 
   

   
   

   
  

O
ct

ob
er

 1
2,

 2
01

7 
   

   
   

D
ec

em
be

r 1
5,

 2
01

7 

 
 Fe

br
ua

ry
 2

1,
 2

01
8 

   
   

  
Ju

ly
 2

4,
 2

01
8 

   
   

   
 

 D
ec

em
be

r 1
8,

 2
01

8 

M
ar

ch
 2

5,
 2

01
5

O
ct

ob
er

 2
0,

 2
01

5
Ja

nu
ar

y 
21

, 2
01

6

 Ju
ly

 7
, 2

01
6 

   
   

   
   

  O
ct

ob
er

 1
3,

 2
01

6
   

   
   

Fe
br

ua
ry

 1
6,

 2
01

7

 
 Ju

ly
 6

, 2
01

7 
   

   
   

   
  

O
ct

ob
er

 1
2,

 2
01

7 
   

   
   

D
ec

em
be

r 1
5,

 2
01

7 

 
 Fe

br
ua

ry
 2

1,
 2

01
8 

   
   

  
Ju

ly
 2

4,
 2

01
8 

   
   

   
 

 D
ec

em
be

r 1
8,

 2
01

8 

磯
焼
け
の
中
に
，
早
熟
性
カ
ジ
メ
の
藻
場
を
発
見
（2
01
5年
）

20
15
年
３
月

20
15
年
10
月

20
16
年
1月

20
16
年
７
月

新
芽
だ
け

半
年
で
成
熟

（
ふ
つ
う
は
成
熟
ま
で

１
年
以
上
）

ア
イ
ゴ
に
食
べ
ら
れ
る

（
水
産
大
学
校
野
田

先
生
の
鑑
定
）

カ
ジ
メ
が
再
生

早
熟
性
の
効
果

20
16
年
10
月
試
験
開
始

2
0
1
7
年
2
月

外
の
カ
ジ
メ
は
消
失

磯
焼
け
の
原
因
把
握

食
害
防
止
柵
の
試
験

（
・

）

ア
イ
ゴ
等
植
食
性
魚
類
の
食

害
が
カ
ジ
メ
の
消
失
の
原
因

そ
の
ほ
か
、
湾
奥
に
は
ウ
ニ

焼
け
も
見
ら
れ
る

◼
2
0
0
8
年
に
，
三
浦
半
島
で
初
め
て
磯
焼
け
が
確
認
さ
れ
た
（
県
水
技
セ
ン
タ
ー
調
査
）

◼
磯
焼
け
の
中
で
約
５
h
aの
場
所
に
カ
ジ
メ
が
春
に
芽
生
え
冬
に
無
く
な
る
現
象
が
・
・
・
何
故
だ
？

（
2
0
1
5
年
）

諸
磯
の
磯
焼
け
の
始
ま
り

密
生
す
る
ガ
ン
ガ
ゼ
（
20
08
年
）

18



藻
場
礁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（2
02
5年
2月
）

藻
場
礁
の
設
置

（２
０
２
４
年
３
月
）

藻
場
礁
の
中
に
早
熟
性
カ
ジ
メ
を
入
れ
て
3基
設
置
す
る
。

人
工
種
苗
を
用
い
た
藻
場
再
生
に
着
手

◼
藻
場
礁
の
設
置

◼
カ
ジ
メ
畑
の
設
置

◼
囲
い
網
の
設
置
（
日
テ
レ
の
ウ
ミ
コ
イ
と
の
連
携
）

立
体
撹
拌
培
養

（
京
都
府

）

カ
ジ

メ
の
人

工
種

苗
ロ

ー
プ

・
年

度
は
カ

ジ
メ

種
苗

７
万

苗
・
カ
ジ
メ
種

糸
作
製
可
能

カ
ジ
メ
の
種
糸

発
芽

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
が
早
熟
性
カ
ジ
メ
人
工
種
苗
生
産
技
術
を
確
立

19



カ
ジ
メ
畑
を
設
置
し
て
解
っ
た
こ
と

◼
広
範
囲
に
早
熟
性
カ
ジ
メ
を
大
量
に
設
置
で
き
る
。

◼
1
0
ｍ
×
1
0
ｍ
の
範
囲
で
カ
ジ
メ
種
苗
が
約
5
0
0
苗
。

◼
水
温
が
高
い
時
期
で
は
食
害
に
合
う
可
能
性
。
（
大
）

◼
水
中
で
の
作
業
が
馴
れ
る
ま
で
大
変
。

◼
資
材
は
ロ
ー
プ
と
土
嚢
だ
け
な
の
で
安
価
。

カ
ジ
メ
畑
に
設
置
し
た
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
カ
メ
ラ

の
映
像
（2
02
4年
11
月
）

早
熟
性
カ
ジ
メ
で
カ
ジ
メ
畑
を
作
る

海
底
に
早
熟
性
カ
ジ
メ
ロ
ー
プ
を
ペ
グ
又
は
土
嚢
で
固
定
し

陸
上
で
畑
を
作
る
よ
う
に
ロ
ー
プ
を
展
開
さ
せ
る
。

大
き
さ
は
10
ｍ
×
10
ｍ
（
20

24
年
7月
～
）

藻
場
礁
を
設
置
し
て
解
っ
た
こ
と

◼
藻
場
礁
内
や
近
辺
で
カ
ジ
メ
幼
体
が
定
着
す
る
。

◼
波
浪
が
強
い
場
所
で
は
転
が
る
。
（
土
嚢
2
4
0
ｋ
ｇ
）

◼
小
型
藻
場
礁
で
は
カ
ジ
メ
幼
体
を
多
く
入
れ
ら
れ
な
い
。

◼
場
所
に
よ
っ
て
は
カ
ジ
メ
が
石
灰
藻
に
覆
わ
れ
る
。

◼
藻
場
礁
は
定
期
的
な
掃
除
が
必
要
。
（
年
１
回
程
度
）

20



囲
い
網
の
中
で
早
熟
性
カ
ジ
メ
を
育
て
る

囲
い
網
の
設
置

（2
02
4年
10
月
）

日
本
テ
レ
ビ
ウ
ミ
コ
イ
と
連
携
し
た
取
組
み

三
浦

市
よ
り

21



ア
イ
ゴ
・ブ
ダ
イ
駆
除
の
取
組
み

◼
カ
ワ
ハ
ギ
用
刺
し
網
の
丈
を
半
分
に
し
た
物
。

◼
3
号
1
0
6
ｍ
ｍ
2
5
×
1
0
0
間
、
網
の
仕
上
が
り
は
4
0
間

◼
ア
バ
フ
ロ
ー
ト
ロ
ー
プ
9
ｇ
、
ア
シ
ナ
沈
子
ロ
ー
プ
7
0
ｇ

◼
城
ヶ
島
の
ア
イ
ゴ
除
去
と
同
じ
網
。

浅
所
に
局
所
的
に
残
る
天
然
カ
ジ
メ
の
拡
大
も
め
ざ
す

F
A
B
O
と
の
連
携
に
よ
る
ウ
ニ
駆
除
活
動

囲
い
網
を
設
置
し
て
解
っ
た
こ
と

◼
囲
い
網
は
高
価
で
設
置
に
手
間
が
掛
か
る
が
防
除
効

果
は
絶
大
。

◼
囲
い
網
の
設
置
場
所
は
漁
業
者
の
理
解
が
必
要
。

◼
囲
い
網
内
で
カ
ジ
メ
を
繁
茂
さ
せ
近
場
の
磯
に
遊
走
子

を
浮
遊
さ
せ
カ
ジ
メ
を
定
着
さ
せ
る
。

早
熟
性
カ
ジ
メ
の
状
態
（2
02
5年
8月
）

22



諸
磯
の
植
食
魚
類
採
捕
量

◼
採
捕
量
が
増
加
。

◼
ブ
ダ
イ
の
割
合
が
増
加
。

01020304050

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

採捕個体数

活
動
１
日
あ
た
り
の
採
捕
量

ア
イ
ゴ

ブ
ダ
イ

再
検
討
の
結
果

◼
植
食
性
魚
類
の
漁
獲
は
上
が
っ
て
き
た
。

◼
活
動
員
も
何
処
に
網
を
入
れ
れ
ば
獲
れ
る
か

解
っ
て
き
た
。

◼
活
動
日
で
は
無
い
が
、
一
人
の
漁
業
者
が
年

に
数
回
ア
イ
ゴ
ば
か
り
1
0
0
匹
前
後
漁
獲
す
る

事
が
有
る
。

２
０
２
１
年
１
２
月

方
法
の
再
検
討

◼
諸
磯
の
覗
突
き
漁
で
ア
イ
ゴ
が
多
く
見
ら
れ
た
時
に
実
施
す
る
。

◼
網
を
根
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
根
と
砂
の
縁
に
入
れ
る
。

◼
カ
ジ
メ
の
流
れ
藻
が
集
ま
る
場
所
を
狙
い
網
を
入
れ
る
。

初
期
の
網
掛
け
方
法

◼
時
期
：
主
に
7
月
と
1
1
月
。
近
隣
の
城
ヶ
島
で

ア
イ
ゴ
が
獲
れ
た
と
聞
い
て
か
ら
開
始
。

◼
結
果
：
思
っ
た
程
ア
イ
ゴ
の
漁
獲
は
無
か
っ
た
。

◼
険
し
い
磯
根
の
中
に
網
を
入
れ
た
の
が
逆
効

果
の
可
能
性
？

２
０
１
７
年
７
月

23



豊
か
な
藻
場
を
必
ず
再
生
さ
せ
る
！

こ
の
よ
う
に
当
活
動
組
織
に
は
、
諦
め
な
い
で
挑
戦
し
続
け
る
頼
も
し
い
仲
間
が
居
る
。

今
後
の
取
組
み

◼
早
熟
性
カ
ジ
メ
種
苗
の
設
置
個
所
拡
大
、
追
加
。

◼
安
価
な
囲
い
網
の
試
験
、
製
造
。

◼
極
浅
場
に
生
え
る
天
然
カ
ジ
メ
の
試
験
・
研
究
。

◼
学
校
、
大
型
ス
ー
パ
ー
等
と
共
同
し
ア
イ
ゴ
、
ブ
ダ
イ
等

未
利
用
魚
の
商
品
開
発
等
。
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民
間
企
業
等
と
活
動
組
織
の
連
携
に
つ
い
て

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
連
携
事
例

お
話
し
す
る
内
容

は
じ
め
に

１
．
現
状
と
課
題

２
．
連
携
の
必
要
性

３
．
連
携
体
制
の
構
築

４
．
連
携
事
例
の
紹
介

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

大
学
生
と
連
携
す
る
取
り
組
み

福
祉
事
業
所
と
連
携
す
る
取
り
組
み

(一
社

)水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る

多
様
な
連
携
の
手
引
き

(令
和

4年
3月

)

目
次

第
１
章
現
状
と
課
題

第
２
章
連
携
の
枠
組
み
と
役
割

第
３
章
連
携
体
制
の
構
築

第
４
章
連
携
活
動
の
進
め
方

手
引
書
は
ひ
と
う
み

.jp
の

[資
料
室

]に
掲
載
し
て
い
ま
す

ht
tp

s:
//

hi
to

um
i.j

p/
lib

ra
ry

/r
en

ke
i_

1-
2_

te
bi

ki
.p

df
4

現
状
と
課
題

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

（
現
、
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
）
は
、

①
藻
場
や
干
潟
、
内
水
面
等
の
「
環
境
・
生
態
系
保
全
」

②
監
視
活
動
や
海
難
救
助
訓
練
等
に
よ
る
「
海
の
安
全
確
保
」

③
保
健
休
養
・
交
流
・
教
育
の
場
の
提
供
「
国
民
に
対
す
る
理
解
の
増
進
」

種
々
の
多
面
的
機
能
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
漁
業
者
の
高
齢
化
、
漁
村
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
活
動
組
織
に

お
い
て
も
令
和
２
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ
て
き
た
。

2

多
様
な
主
体
と
の
連

携
を

推
進
す
る
た
め
の
提
言
（
令

和
3年

3月
）

＜
提
言
＞

①
活
動
を
点
検
し
て
み
よ
う

②
今
後
の
活
動
に
何
が
必
要
か
検
討
し
よ
う

③
多
様
な
主
体
、
世
代
と
連
携
し
よ
う

④
活
動
の
成
果
を
地
域
と
分
か
ち
合
お
う

⑤
海
・
川
・
湖
の
恵
み
、
魚
食
文
化
、
漁
業
を
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ご
う

本
事
業
の
性
格
上
、
こ
の
先
も
漁
業
者
と
漁
協
が
中
心
と
な
っ

て
多
面
的
機
能
の
発
揮
活
動
に
取
り
組
む
に
は
、
漁
業
関
係
者

以
外
の
様
々
な
主
体
と
の
連
携
を
視
野
に
、
後
継
者
や
担
い
手

の
確
保
の
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
段
階
に
な

っ
て
き
た
。

3

（２）民間企業等と活動組織の連携について

　①民間企業等と活動組織の連携について　水産多面的機能発揮対策における連携事例
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5

連
携
体
制
の
構
築
の
イ
メ
ー
ジ

構
成
員
と
し
て
連
携

活
動
組
織

構
成
員

大
学

小
中
高

企
業

構
成
員
以
外
と
の
連
携

新
た
な
連
携

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

行
政

他
主
体

活
動
組
織

構
成
員

キ
ー
パ
ー
ソ
ン

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
）

漁
業
者

・
漁
協

漁
業
者

・
漁
協

試
験
場

行
政

他
主
体

キ
ー
パ
ー
ソ
ン

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
）

漁
業
者

・
漁
協

試
験
場

企
業

8

藻
場
保
全
活
動
と
の
連
携
マ
ッ
プ

環
境
学
習
（
人
材
育
成
）

小
中
学
校

高
校
・
大
学
生

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

保
全
活
動
組
織
＋
仲
間
た
ち

小
中
学
校

寄
付
金

Ｊ
ブ
ル
ー

ク
レ
ジ
ッ
ト

評 価 ・ 認 定

資 源 回 復 ・ 漁 獲 増

企
業
・
投
資
家

新
し
い
技
術
・
仕
組
み
の
導
入

藻
場
の
回
復

二
酸
化
炭
素
吸
収

新
し
い
技
術
・
仕
組
み
の
導
入

新
し
い
技
術
・
仕
組
み
の
導
入

新
し
い
技
術
・
仕
組
み
の
導
入

脱
炭
素
社
会

豊 か な 生 態 系 の 創 出

資 源 回 復 ・ 漁 獲 増資 源 回 復 ・ 漁 獲 増
①

環
境
学
習
（
人
材
育
成
）

②③

連
携
先
と
の
関
係
性


積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
、

連
携
団
体
と
信
頼
関
係
を
構
築
。

リ
ー
ダ
ー
の
役
割


多
様
な
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
運

営
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

市
町
村
・
地
域
協
議
会
の
役
割


実
績
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
を
積
極
的

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用


構
成
員
と
し
て
参
加


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
非
構
成
員
）
と
し
て
参
加


本
活
動
に
直
接
関
わ
ら
ず
、
関
連
す
る
活
動
を

通
じ
て
連
携

連
携
先
と
の
関
わ
り
方
は
３
タ
イ
プ

団
体
区
分

特
徴
・
留
意
点

地
域
団
体

地
域
団
体

行
政
機
能
の
調
整
役

小
中
学
校

体
験
学
習
、
人
材
育
成

SN
S、

学
会
等
発
表
、
安
全
面
配
慮

高
校
・
大
学

実
戦
力
、

SN
S、

学
会
等
発
表

研
究
機
関

専
門
的
な
助
言

技
術
指
導

NP
O等

専
門
性
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
業

CS
R活

動
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

専
門
技
術
の
社
会
貢
献
、
広
報

＜
連
携
先
一
覧
＞

連
携
団
体
と
信
頼
関
係
を
構
築
。

実
績
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
を
積
極
的

ほ
し
い

企
業
と
一
緒
に
取
り
組
む
に
は
？


企
業
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
ネ
ー
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
目
指
し
て
い
る
。

特
に
海
の
注
目
度
は
高
い
。


し
か
し
海
は
近
寄
り
が
た
い
。
海
域
で
の
活
動
は
漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
誰
で
も
活
動
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。


実
際
に
は
、
企
業
人
に
は
何
も
で
き
な
い
。

海
と
藻

場
に
関

す
る
知
識

•経
験

•ス
キ
ル
を
持

っ
て
い
な
い

7
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期
待

す
る

効
果

①
問

題
意

識
の

共
有

②
活

動
組

織
の

体
制

強
化

③
活

動
の

活
性

化
、

効
率

化
④

広
が

る
活

動
へ

の
理

解
と

参
加

⑤
漁

村
・

地
域

へ
の

貢
献

⇒
 海

業

9

連
携
事
例
そ
の
２

学
校
と
企
業
と
の
連
携

伊
江
島
海
の
会
（
沖
縄
県
伊
江
村
）

玉
川
学
園
（
東
京
都
町
田
市
）
は
、
サ
ン
ゴ
の
飼
育
を
通
じ
て
「
海
」
の
生
態
系
を
守
る
取

り
組
み
を
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
な
ど
で
報
告
し
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
『
伊
江
島
海
の

会
』
繋
が
り
、
現
在
は
国
際
航
業
株
式
会
社
、
西
松
建
設
株
式
会
社
と
と
も
に
、
継
続
的
な

移
植
活
動
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
学
生
は
国
内
外
の
学
会
や
企
業
で
発
表
し
て
い
る
。

大
会
等
の
参
加
実
績
（
受
賞
実
績
等
）


第

26
回
日
本
水
大
賞
（
大
賞
）


第

14
回
高
校
生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
（
環
境
大
臣
賞
）


20

24
年
度
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
（
保
全
教
育
普
及
奨
励
賞
）


環
境
国
際
会
議
「

Gl
ob

al
 L

in
k 

Qu
ee

ns
la

nd
」
に
て

ブ
ロ
ン
ズ
ア
ワ
ー
ド
（

3位
受
賞
）


第

9回
全
国
ユ
ー
ス
環
境
活
動
大
会
全
国
大
会
出
場


第

13
回
毎
日
地
球
未
来
賞

ク
ボ
タ
賞
受
賞

第
72
回
日
経
広
告
賞

建
設
・
不
動
産
部
門

西
松
建
設
は

優
秀
賞
を
受
賞

国
際
航
業
は
専
門
性

を
活
か
し
、
サ
ン
ゴ

移
植
等
に
関
す
る
技

術
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

12

連
携

活
動

の
進

め
方


PD

CA
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
、
連
携
団
体
と
一
緒
に

成
果
を
共
有
し
柔
軟
に
対
策
に
取
り
組
む
。

P
D

C
A
サ

イ
ク
ル

の
活

用

Pl
an

D
o

Ac
tio

n
C

he
ck

連
携

活
動

の
計

画
連

携
活

動
の

実
施

連
携

活
動

の
評

価
連

携
活

動
の

見
直

し
・
改

善


目

的
・
目

標
の

設
定


計

画
の

立
案


事

前
準

備

活

動
の

記
録


活

動
内

容
の

発
信


計

画
の

見
直

し

連

携
の

枠
組

み
の

見
直

し

目

標
達

成
度

と
目

標
設

定
の

妥
当

性

活

動
面

積
の

妥
当

性

活

動
内

容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
妥

当
性


役

割
分

担
と
人

員
体

制
の

妥
当

性

10

連
携
事
例
そ
の
１

小
学
生
と
の
連
携

名
護
屋
地
区
藻
場
保
全
活
動
組
織
（
大
分
県
佐
伯
市
）

20
09
年
か
ら
地
元
の
小
学
生
が
漁
業
者
と
一
緒
に
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
母
藻
投
入
を
行
っ
て
い

る
。
母
藻
投
入
は
生
分
解
性
の
オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
、
子
供
た
ち
が
母
藻
を

取
り
付
け
、
磯
焼
け
の
海
へ
投
入
し
て
い
る
。
現
在
は
、
地
元
観
光
協
会
と
連
携
し
て
、
修

学
旅
行
生
の
体
験
活
動
に
で
き
な
い
か
検
討
中
。

新
聞
で
紹
介

11
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期
待
す
る
効
果

①
問
題
意
識
の
共
有

②
活
動
組
織
の
体
制
強
化

③
発
揮
活
動
の
活
性
化
、
多
様
化
、
効
率
化

④
地
域
に
広
が
る
理
解
と
活
動
へ
の
参
加

⑤
漁
村
・
地
域
へ
の
貢
献

多
様
な
主
体
側
の
メ
リ
ッ
ト

技
術
の
還
元
、
企
業
の
責
任

（
CS

R,
ES

G,
SD

Gs
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

ST
EA

M
教
育

サ
ン
ゴ
の
衰
退
要
因


高
水
温
に
よ
る
白
化


オ
ニ
ヒ
ト
デ
に
よ
る
食
害


台
風
に
よ
る
消
失

健
全
な
サ
ン
ゴ

礁
の
回
復

種
苗
放
流

サ
ン
ゴ
移
植

サ
ン
ゴ
礁
維
持
・

保
全
活
動

→
資
源
回
復

→
漁
獲
増

玉
川
学
園
・
西
松
建
設

観
光
漁
業

地
域
活
性
化

修
学
旅
行

（
民
泊
）

活
動
組
織
の
取
組
み

海
底
（
岩
盤
）
清
掃

海
岸
清
掃

伊
江
島
海
の
会
と
産
学
連
携
に
よ
る
サ
ン
ゴ
保
全
活
動

《
伊
江
島
海
の
会
と
学
校
・
企
業
等
と
の
連
携
》

補
足 出
所
：
伊
江
島
海
の
会
資
料
を
加
工

13

16

ま
と
め


多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ
て
き
た


藻
場
再
生
は
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
で
注
目
さ
れ
て
い
る


多
様
な
主
体
と
連
携
す
る

①
ま
ず
は
学
生
が
参
加
し
て
活
動
を
発
信
し
て
企
業
に
注
目
し
て
も
ら
う

②
企
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す


サ
ポ
ー
ト
専
門
家
を
活
用
す
る

保
全
活
動

藻
場
の

拡
大

ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

(水
産
資
源
回
復

)

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル

藻
場
保
全
活
動

ES
G投

資
・
民
間
技
術

現
時
点

連
携
事
例
そ
の
３

大
学
生
と
の
連
携

外
海
地
区
活
動
組
織
（
長
崎
市
）

活
動
メ
ン
バ
ー
が
少
数
、
か
つ
高
齢
な
本
地
区
で
は
、
船
上
か
ら
箱
メ
ガ
ネ
と
ヤ
ス
を
用
い

た
ウ
ニ
の
除
去
を
行
っ
て
お
り
、
藻
場
の
回
復
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
と
相
談
し
機
動
力
の
あ
る
長
崎
大
学
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
部
を
勧
誘
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
ウ
ニ
密
度
が
低
く
抑

え
ら
れ
、
南
方
系
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
繁
茂
す
る
春
藻
場
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

20
11

.4
ウ
ニ
密
度

17
個

/㎡
20

20
.2

ウ
ニ
密
度

4.
4個

/㎡

南
方
系
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
繁
茂
す
る
春
藻
場
の
出
現

14

連
携
事
例
そ
の
４

水
産
・
畜
産
・
福
祉
と
の
連
携

海
藻
の
餌
料
化

障
害
者
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
海
藻
の
回
収

鎌
倉
海
藻
ポ
ー
ク

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

鎌
倉
漁
師
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
協
議
会
（

旧
：
鎌
倉
漁
業
協
同
組
合
と
海
の

SD
Gｓ

を
実
行
す
る
会
）
（
鎌
倉
市
）

鎌
倉
の
浜
に
大
量
に
打
ち
上
が
る
海
藻
を
地
元
の
福
祉
事
業
所
と
協
力
し
て
回
収
・
加
工
し
、

畜
産
用
の
餌
料
と
す
る
取
組
み
。
海
藻
餌
料
で
育
て
ら
れ
た
豚
は
「
鎌
倉
海
藻
ポ
ー
ク
」
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
。

豚
の
餌
料

15
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
事
項


業
種
、
会
社
所
在
地
、
法
人
格
、
会
社
規
模


藻
場
保
全
活
動
へ
の
関
与
、
事
業
と
の
関
係
性
、
関
わ
り
方


提
供
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
、
情
報
発
信
内
容


連
携
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
、
継
続
し
て
連
携
す
る
上
で
の

課
題
点


藻
場
保
全
へ
の
関
与
予
定
、
連
携
を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組
み


ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
意
欲


磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会
へ
の
関
心
、
水
産
庁
が
今
後
予
定
し

て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
へ
の
関
心

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
経
緯

ア
民
間
企
業
と
連
携
し
た
藻
場
保
全
活
動
の
展
開
手
法
の
検
討

①
民
間
企
業
の
藻
場
保
全
に
関
す
る
関
心
度
や
関
与
の
あ
り
方
等

に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
す
る
。

・
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
商
工
会
議
所
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
又
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
、
効
果
的
な
調
査
手
法
を

検
討
し
、
実
施
す
る
。

・
調
査
項
目
は
、
藻
場
保
全
に
対
す
る
関
心
度
や
関
与
の
あ
り
方

（
保
全
活
動
に
参
加
、
資
金
の
供
与
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
等
）
に
つ

い
て
把
握
し
、
民
間
企
業
に
よ
る
藻
場
保
全
へ
の
参
画
の
手
法
や

現
状
の
課
題
を
検
討
可
能
に
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
経
緯

令
和
６
年
度
水
産
基
盤
整
備
調
査
委
託
事
業
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に

寄
与
す
る
藻
場
の
持
続
可
能
な
保
全
体
制
の
検
討
調
査
」

•
ア

 民
間
企
業
と
連
携
し
た
藻
場
保
全
活
動
の
展
開
手
法
の
検
討

•
イ

民
間
企
業
関
与
に
係
る
藻
場
保
全
活
動
の
効
果
分
析
及
び
優

良
事
例
集
の
作
成

•
ウ

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
資
す
る
取
組
の
評
価
指
標
の
検
討

•
エ

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
し
た
藻
場
の
維
持
・
保
全
体

制
の
構
築
に
向
け
た
実
証
調
査

民
間
企
業
へ
の
藻
場
保
全
活
動
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て

一
般

社
団

法
人

水
産

土
木

建
設

技
術

セ
ン
タ
ー

令
和
7年

度
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
講
習
会

ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
（
東
京
会
場
）

②民間企業への藻場保全活動に関するアンケート結果について
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
５
－
１
．
藻
場
保
全
活
動
と
の
関
係
性

問
５
－
２
．
藻
場
保
全
活
動
へ
の
関
わ
り
方

5
2
.8
%

3
8
.0
%

9
.3
%

１
．
自

社
の

事
業

（
サ

ー
ビ
ス
・
商

品
の

提
供

）
の

一
環

;

２
．
自

社
の

事
業

と
は

関
係

な
い
（
社

会
貢

献
な
ど
）
;

１
．
自

社
の

事
業

（
サ

ー
ビ
ス
・
商

品
の

提
供

）
の

一
環

;

２
．
自

社
の

事
業

と
は

関
係

な
い
（
社

会
貢

献
な
ど
）
;

件
数

構
成

比
57

52
.8
%

41
38

.0
%

10
8

10
0.
0%

10

合
計

9.
3%

２
．
自

社
の

事
業

と
は
関

係
な
い
（社

会
貢
献

な
ど
）;

１
．
自

社
の

事
業

（サ
ー
ビ
ス
・商

品
の

提
供

）の
一
環

;

１
．
自

社
の

事
業

（サ
ー
ビ
ス
・商

品
の

提
供

）の
一
環

;
２
．
自

社
の

事
業

と
は
関

係
な
い
（社

会
貢
献

な
ど
）;

藻
場
保

全
活

動
と
の

関
係

性
件

数
構

成
比

1
4

8
.5
%

3
3

2
0
.0
%

4
6

2
7
.9
%

3
5

2
1
.2
%

1
8

1
0
.9
%

1
9

1
1
.5
%

1
6
5

1
0
0
.0
%

そ
の

他
合

計

藻
場

保
全

活
動

へ
の

関
わ

り
方

１
．
活

動
資

金
提

供
２
．
現

場
で
の

活
動

人
材

提
供

３
．
藻

場
保

全
の

技
術

・
ノ
ウ
ハ

ウ
提

供
４
．
藻

場
保

全
活

動
に
関

す
る
情

報
発

信
５
．
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

購
入

8
.5
%

2
0
.0
%

2
7
.9
%

2
1
.2
%

1
0
.9
%

1
1
.5
%

１
．
活

動
資

金
提

供

２
．
現

場
で
の

活
動

人
材

提
供

３
．
藻

場
保

全
の

技
術

・
ノ
ウ
ハ

ウ
提

供
４
．
藻

場
保

全
活

動
に
関

す
る
情

報
発

信

５
．
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

購
入

そ
の

他

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
３
．
法
人
格
に
つ
い
て
、
問
４
．
藻
場
保
全
活
動
へ
の
関
与

8
9
.7
%

0
.6
%

0
.9
%
0
.6
%3
.6
%

4
.6
%

１
．
株

式
会

社

２
．
N
P
O
法

人

３
．
一

般
社

団
法

人

５
．
合

同
会

社
・
合

資
会

社
・
合

名
会

社

６
．
有

限
会

社

そ
の

他

件
数

構
成

比
2
9
5

8
9
.7
%

2
0
.6
%

3
0
.9
%

2
0
.6
%

1
2

3
.6
%

1
5

4
.6
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

５
．
合

同
会

社
・
合

資
会

社
・
合

名
会

社
６
．
有

限
会

社
そ
の

他
合

計

法
人

格
１
．
株

式
会

社
２
．
N
P
O
法

人
３
．
一

般
社

団
法

人
件

数
構

成
比

9
6

2
9
.2
%

2
2
1

6
7
.2
%

1
2

3
.6
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

合
計

藻
場
保
全
活
動
へ
の
関
与

１
．
か
か
わ
っ
て
い
る

２
．
か
か
わ
っ
て
い
な
い

そ
の
他

2
9
.2
%

6
7
.2
%

3
.6
%

１
．
か

か
わ

っ
て
い
る

２
．
か

か
わ

っ
て
い
な
い

そ
の

他

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
２
．
所
在
地
に
つ
い
て

件
数

構
成

比
件
数

構
成

比
1
4

4
.3
%

5
1
.5
%

3
0
.9
%

2
0
.6
%

3
0
.9
%

1
0
.3
%

3
0
.9
%

1
8

5
.5
%

3
0
.9
%

1
5

4
.6
%

1
0
.3
%

4
1
.2
%

2
0
.6
%

3
0
.9
%

3
0
.9
%

2
0
.6
%

2
0
.6
%

3
0
.9
%

2
0
.6
%

5
1
.5
%

4
1
.2
%

5
1
.5
%

6
1
.8
%

2
0
.6
%

5
7

1
7
.3
%

1
1

3
.3
%

1
0

3
.0
%

1
0
.3
%

4
1
.2
%

1
2

3
.6
%

1
0
.3
%

2
0
.6
%

3
0
.9
%

5
9

1
7
.9
%

2
0
.6
%

4
1
.2
%

1
0
.3
%

1
0
.3
%

1
0
.3
%

4
1
.2
%

1
6

4
.9
%

6
1
.8
%

2
0

6
.1
%

3
0
.9
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

4
7
.沖

縄
県

合
計

所
在

地

4
1
.佐

賀
県

4
2
.長

崎
県

4
3
.熊

本
県

4
4
.大

分
県

4
5
.宮

崎
県

4
6
.鹿

児
島
県

3
4
.広

島
県

3
5
.山

口
県

3
7
.香

川
県

3
8
.愛

媛
県

3
9
.高

知
県

4
0
.福

岡
県

2
4
.三

重
県

2
5
.滋

賀
県

2
6
.京

都
府

2
7
.大

阪
府

2
8
.兵

庫
県

3
0
.和

歌
山
県

3
1
.鳥

取
県

3
2
.岡

山
県

3
3
.島

根
県

2
2
.静

岡
県

2
3
.愛

知
県

1
5
.新

潟
県

1
6
.富

山
県

1
7
.石

川
県

1
8
.福

井
県

1
9
.山

梨
県

2
0
.長

野
県

8
.茨

城
県

9
.栃

木
県

1
1
.埼

玉
県

1
2
.千

葉
県

1
3
.東

京
都

1
4
.神

奈
川
県

所
在

地
1
.北

海
道

2
.青

森
県

3
.岩

手
県

4
.宮

城
県

5
.秋

田
県

1
0
.群

馬
県

6
.山

形
県

7
.福

島
県

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

有
効
回
答
数
、
問
１
．
業
種
に
つ
い
て

件
数

構
成

比
5

1
.5
%

8
2
.4
%

8
9

2
7
.1
%

1
0
3

3
1
.3
%

1
2

3
.6
%

9
2
.7
%

5
1
.5
%

2
9

8
.8
%

8
2
.4
%

3
0
.9
%

7
2
.1
%

3
0
.9
%

2
1

6
.4
%

2
7

8
.2
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

1
4
.教

育
･学

習
支
援
業

1
5
.サ

ー
ビ
ス
業

合
計

そ
の
他

６
.情

報
通
信
業

７
.運

輸
業

８
.卸

売
･小

売
業

９
.金

融
･保

険
業

1
0
.不

動
産
業

1
2
.宿

泊
業

業
種

１
.農

林
業

２
.水

産
業

３
.製

造
業

４
.建

設
業

５
.電

気
･ｶ
ﾞｽ
･水

道
業

1.
5%

2.
4%

27
.1
%

31
.3
%

3.
6%2.
7%

1.
5%

8.
8%

2.
4%

0.
9%

2.
1%

0.
9%

6.
4%

１
.農

林
業

２
.水

産
業

３
.製

造
業

４
.建

設
業

５
.電

気
･
ｶﾞ

ｽ･
水
道
業

６
.情

報
通
信
業

７
.運

輸
業

８
.卸

売
･
小
売
業

９
.金

融
･保

険
業

10
.不

動
産

業
12

.宿
泊
業

14
.教

育
･学

習
支
援
業

15
.サ

ー
ビ
ス
業

有
効
回
答
数

30
75

に
対

し
、
32
9（

約
10
.7
％
）で

あ
っ
た
。
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
６
－
３
．
保
全
活
動
参
加
の
課
題
点

問
７
．
連
携
促
進
の
仕
組
み

7
.3
%

2
0
.2
% 1
0
.4
%

1
0
.4
%

2
8
.5
%

2
0
.2
%

3
.1
%

１
．
特

に
課

題
は

な
い

２
．
藻

場
保

全
活

動
の

社
会

的
な
認

知
度
が

低
い

３
．
藻
場
保
全
活
動
の
意
義
、
効
果

を
社
内
外

に
伝
え
に
く
い

４
．
自

社
の

利
益

に
な
ら
な
い

５
．
藻

場
保

全
活

動
へ

の
関

わ
り
方
が

分
か

ら
な
い

６
．
藻

場
保

全
活

動
に
関

わ
れ

る
地

域
・活

動
団
体

が
分

か
ら
な
い

そ
の

他

件
数

構
成

比
1
4

7
.3
%

3
9

2
0
.2
%

2
0

1
0
.4
%

2
0

1
0
.4
%

5
5

2
8
.5
%

3
9

2
0
.2
%

6
3
.1
%

1
9
3

1
0
0
.0
%

４
．
自

社
の
利

益
に
な
ら
な
い

６
．
藻

場
保
全

活
動

に
関

わ
れ
る
地
域

・
活
動

団
体

が
分
か

ら
な
い

そ
の
他

合
計

５
．
藻

場
保
全

活
動

へ
の
関

わ
り
方
が

分
か

ら
な
い

課
題

点
１
．
特

に
課
題

は
な
い

２
．
藻

場
保
全

活
動

の
社
会

的
な
認
知

度
が
低

い
３
．
藻

場
保
全

活
動

の
意
義

、
効
果

を
社

内
外

に
伝
え
に
く
い

件
数

構
成
比

2
1
3

3
8
.1
%

8
5

1
5
.2
%

9
1

1
6
.3
%

8
7

1
5
.6
%

6
5

1
1
.6
%

1
8

3
.2
%

5
5
9

1
0
0
.0
%

５
．
ウ
ェ
ブ
上

で
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム

そ
の

他
合
計

連
携
促

進
１
．
藻

場
保

全
活
動

を
実
施

し
て
い
る
活

動
団
体

の
紹

介
２
．
活

動
団

体
へ
の

自
社

情
報
の

発
信

３
．
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材

に
よ
る
活

動
団

体
と
の

連
携

橋
渡
し

４
．
交

流
会

の
よ
う
な
対
面

で
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

の
創
出

3
8
.1
%

1
5
.2
%

1
6
.3
%

1
5
.6
%

1
1
.6
%

3
.2
%

１
．
藻

場
保

全
活

動
を
実

施
し
て
い
る
活
動

団
体
の

紹
介

２
．
活

動
団

体
へ

の
自

社
情

報
の
発

信

３
．
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
人
材

に
よ
る
活
動

団
体
と
の
連

携
橋
渡

し

４
．
交

流
会

の
よ
う
な
対

面
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

の
創

出

５
．
ウ
ェ
ブ
上
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム

そ
の

他

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
６
－
１
．
連
携
へ
の
意
欲
、
問
６
－
２
．
保
全
活
動
へ
の
関
わ
り
方

件
数

構
成
比

2
5

1
1
.3
%

7
8

3
5
.3
%

8
6

3
8
.9
%

3
2

1
4
.5
%

2
2
1

1
0
0
.0
%

連
携

姿
勢

１
．
関
わ
り
た
い

２
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
わ
り
た
い

３
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
わ
り
た
く
な
い

４
．
関
わ
り
た
く
な
い

合
計

1
1
.3
%

3
5
.3
%

3
8
.9
%

1
4
.5
%

１
．
関

わ
り
た
い

２
．
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

関
わ

り
た
い

３
．
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば

関
わ

り
た
く
な
い

４
．
関

わ
り
た
く
な
い

件
数

構
成

比
1
7

1
2
.9
%

3
1

2
3
.5
%

1
3

9
.8
%

3
7

2
8
.0
%

1
9

1
4
.4
%

1
5

1
1
.4
%

1
3
2

1
0
0
.0
%

そ
の
他

合
計

藻
場

保
全
活

動
へ
の

関
わ
り
方

１
．
活

動
資
金

提
供

２
．
現

場
で
の
活

動
人
材

提
供

３
．
藻

場
保
全

の
技
術

・
ノ
ウ
ハ

ウ
提
供

（
具

体
を
記
述

）
４
．
藻

場
保
全

活
動
に
関

す
る
情

報
発
信

（
具
体

を
記

述
）

５
．
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の

購
入

1
2
.9
%

2
3
.5
%

9
.8
%

2
8
.0
%

1
4
.4
%

1
1
.4
%

１
．
活

動
資

金
提

供

２
．
現

場
で
の

活
動

人
材
提

供

３
．
藻

場
保

全
の

技
術

・ノ
ウ
ハ

ウ
提
供

（
具
体

を
記

述
）

４
．
藻

場
保

全
活

動
に
関

す
る
情
報

発
信

（
具
体

を
記

述
）

５
．
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購

入

そ
の

他

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
５
－
２
ー
１
．
技
術
開
発
、
問
５
－
２
ー
２
．
情
報
発
信

1
4
.6
%

2
6
.8
%

3
1
.7
%

2
.4
%

2
.4
%

2
.4
%

1
9
.5
%

１
種

苗
生

産
２
調

査
技

術
３
基

盤
技

術

４
未

利
用

魚
活

用
５
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

６
情

報
提

供

７
造

成
技

術

件
数

構
成
比

6
1
4
.6
%

1
1

2
6
.8
%

1
3

3
1
.7
%

1
2
.4
%

1
2
.4
%

1
2
.4
%

8
1
9
.5
%

4
1

1
0
0
.0
%

技
術

開
発

１
種
苗
生
産

２
調
査
技
術

３
基
盤
技
術

４
未
利
用
魚
活
用

５
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

６
情
報
提
供

合
計

７
造
成
技
術

1
3
.3
%

1
0
.0
%

2
3
.3
%

2
6
.7
%

1
0
.0
%

3
.3
%

6
.7
%

6
.7
%

１
磯
焼
け

２
種

苗
生

産

３
調

査
結

果
４
最

新
保

全
技

術
・
事

例

５
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

６
技

術
開

発

７
連

携
事

例
８
P
R

件
数

構
成

比
4

1
3
.3
%

3
1
0
.0
%

7
2
3
.3
%

8
2
6
.7
%

3
1
0
.0
%

1
3
.3
%

2
6
.7
%

2
6
.7
%

3
0

1
0
0
.0
%

６
技

術
開

発
７
連

携
事

例

合
計

８
P
R

情
報

発
信

１
磯

焼
け

２
種

苗
生

産
３
調

査
結

果
４
最

新
保

全
技

術
・
事

例
５
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
５
－
３
．
保
全
活
動
効
果
、
問
５
－
４
．
保
全
活
動
継
続
の
課
題
点

件
数

構
成
比

9
3

2
9
.6
%

7
4

2
3
.6
%

6
2

1
9
.7
%

5
1

1
6
.2
%

3
4

1
0
.8
%

3
1
4

1
0
0
.0
%

合
計

保
全
活
動
効
果

１
．
海
の
環
境
の
保
全

２
．
水
産
業
の
振
興

３
．
地
域
の
活
性
化

４
．
自
社
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

５
．
自
社
の
事
業
拡
大

2
9
.6
%

2
3
.6
%

1
9
.7
%

1
6
.2
%1
0
.8
%

１
．
海

の
環

境
の

保
全

２
．
水

産
業

の
振

興

３
．
地

域
の

活
性

化
４
．
自

社
の

企
業

イ
メ
ー
ジ
の

向
上

５
．
自

社
の

事
業

拡
大

件
数

構
成
比

17
10

.8
%

61
38

.9
%

43
27

.4
%

15
9.
6%

7
4.
5%

14
8.
9%

15
7

10
0.
0%

合
計

４
．
自
社
の
利
益

に
な
ら
な
い

５
．
藻
場
保
全
活

動
に
関

わ
れ
る
地
域
・活

動
団
体
が

分
か
ら
な
い

そ
の
他

課
題
点

１
．
特
に
課

題
は
な
い

２
．
藻
場
保
全
活

動
の
社
会
的

な
認
知

度
が
低
い

３
．
藻
場
保
全
活

動
の
意
義
、
効
果

を
社
内
外
に
伝
え
に
く
い

1
0
.8
%

3
8
.9
%

2
7
.4
%

9
.6
%4
.5
%

8
.9
%

１
．
特

に
課

題
は

な
い

２
．
藻

場
保

全
活

動
の

社
会

的
な
認

知
度

が
低
い

３
．
藻
場
保
全
活
動
の
意
義
、
効
果

を
社
内
外

に
伝
え
に
く
い

４
．
自

社
の

利
益

に
な
ら
な
い

５
．
藻

場
保

全
活

動
に
関

わ
れ

る
地

域
・活

動
団
体

が
分

か
ら
な
い

そ
の

他
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ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
ま
と
め

問
９
－
２
．
今
後
の
水
産
庁
の

取
組
へ
の
関
心

3
6
.2
%

6
3
.8
%

１
．
関
心
が
あ
る

２
．
関

心
が

な
い

件
数

構
成

比
1
1
9

3
6
.2
%

2
1
0

6
3
.8
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

水
産
庁
の
取
組
へ
の
関
心

１
．
関
心
が
あ
る

２
．
関
心
が
な
い

合
計

【
ま
と
め
】

今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か

ら
、
水

産
庁

に
対

し
て
民

間
企

業
が

連
携

を
求

め
て

い
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
。

ま
た
、
現

在
保

全
活

動
に
関

す
る
技

術

開
発

や
調

査
な
ど
を
独

自
で
連

携
し
て

実
施

し
て
い
る
企

業
や

、
今

後
連

携
に
関

心
を
持

っ
て
い
る
企

業
も
少

な
く
は

な
い

た
め
、
今

後
連

携
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
で
、

保
全

活
動

が
よ
り
効

果
的

に
実

施
す
る
こ

と
が

で
き
る
の

で
は

と
考

え
、
当

セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
来

年
度

か
ら
連

携
の

促
進

に
向

け
て
、
活

動
を
続

け
て
い
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

問
８
．
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
関
心

問
９
－
１
．
磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会
へ
の
関
心

6
.4
%

7
.3
%

4
4
.4
%

4
1
.9
%

１
．
既

に
購

入
し
た
こ
と
が

あ
る

２
．
購

入
し
た
い

３
．
購

入
す
る
つ
も
り
は

な
い

４
．
そ
も
そ
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
知

ら
な
か

っ
た

件
数

構
成
比

2
1

6
.4
%

2
4

7
.3
%

1
4
6

4
4
.4
%

1
3
8

4
1
.9
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

１
．
既
に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る

２
．
購
入
し
た
い

３
．
購
入
す
る
つ
も
り
は
な
い

４
．
そ
も
そ
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た 合
計

5
9
.3
%

4
0
.7
%

希
望

し
な
い

希
望
す
る

件
数

構
成

比
1
9
5

5
9
.3
%

1
3
4

4
0
.7
%

3
2
9

1
0
0
.0
%

磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会
へ
の
参
加

希
望

し
な
い

希
望

す
る

合
計
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１）根室海域環境保全協議会（北海道根室市）

参加活動組織実績資料
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２）城ヶ島藻場保全活動組織（神奈川県三浦市）
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３）国分の岬藻場再生会（富山県高岡市）
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４）榛南磯焼け対策活動協議会（静岡県御前崎市・牧之原市・吉田町）
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５５））鹿鹿屋屋市市漁漁協協アアママモモ会会（（鹿鹿児児島島県県  鹿鹿屋屋市市））  
 
【【活活動動ににおおけけるる課課題題】】 

・鹿屋市は大隅半島の中央部に位置しており、西部が鹿児島湾(錦江湾)に面している。

・かつては海岸線に沿ってガラモ場が広がっていたが、近年は減少してガラモ場はほぼ

見られなくなっている。 

・過剰に繁殖したウニ類がガラモ場回復の妨げになっていたことから、当該組織を設立

し、ウニ類の除去を中心とした藻場の保全活動を実施している。 

  

【【活活動動のの目目標標】】  

令和３年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和４年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和５年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和６年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和７年度：藻場の保全（食害生物（ウニ）の除去、モニタリングの実施） 

 

【【活活動動実実績績等等ににつついいてて】】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・ウニ類の除去のほか、海藻

の種苗投入を実施 

・ウニ類の除去は、潜水およ

び素潜りによって、ウニ

類を水中でつぶすか、回

収して陸上で処理 

・海藻の種苗投入は、購入し

たホンダワラ類種苗ブロ

ックを海底に設置 

・過去に投入した海

藻の種苗を確認し

た結果、継続的な

効果が薄いと判断

した。 

・ウニ類の除去は一

定の効果が見込め

る。 

・活動人数の減少 

干潟の保全 ・干潟等の保全として網袋

を使用した稚貝沈着促進

を実施 

・アサリの沈着 ・活動人数の減少 

・活動の効果がほと

んどないこと 

（R7 より実施せず）
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水
産
多
面
的
機
能
の
活
動
に
至
る
経
緯
－
３

●
水
産
基
本
計
画
（
平
成

19
年

3月
閣
議
決
定
）

第
３

水
産
に
関
し
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

５
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
総
合
的
整
備
と
水
産
業
・
漁
村

の
多
面
的
機
能
の
発
揮

（
４
）
水
産
業
・
漁
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

ア
離
島
漁
業
の
再
生
を
通
じ
た
多
面
的
機
能
の
発
揮

イ
漁
業
者
を
中
心
と
す
る
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
の
促
進

藻
場
・
干
潟
の
維
持
管
理
等
の
沿
岸
域
の
環
境
・
生
態
系
を
守
る
た
め

の
取
組
が
、
水
産
動
植
物
の
生
育
環
境
の
改
善
や
水
産
資
源
の
回
復
に
資

す
る
と
と
も
に
、
水
質
の
改
善
や
生
物
多
様
性
の
保
全
を
通
し
て
幅
広
く

国
民
全
体
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
漁
業

者
を
中
心
と
し
た
こ
う
し
た
活
動
を
促
進
す
る
方
策
の
確
立
を
図
る
。

★
平
成

21
年
か
ら
活
動
が
始
ま
る

水
産
多
面
的
機
能
の
活
動
に
至
る
経
緯
―
２

●
日
本
学
術
会
議
答
申
（
平
成

16
年

8月
）

1.
食
料
・
資
源
の
供
給

2.
自
然
環
境
保
全

物
質
循
環
系
の
補
完
、
環
境
保
全
、
生
態
系
保
全

3.
地
域
社
会
の
形
成
・
維
持

所
得
と
雇
用
の
創
出
・
維
持
、
文
化
継
承
・
創
造
、
起
業
化

4.
国
民
の
生
命
財
産
保
全

海
難
救
助
、
防
災
と
救
援
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
国
境
監
視

5.
居
住
や
交
流
の
場
の
提
供

居
住
空
間
保
全
、
保
養
、
交
流
、
教
育
、
国
土
開
発
・
保
全
、
景
観
形
成
・
維
持

水
産
多
面
的
機
能
の
活
動
に
至
る
経
緯

（
水
産
庁
ほ
か

令
和

4年
3月

「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
評
価
報
告
書
」
）

●
水
産
基
本
法
（
平
成

13
年

6月
）

第
二
章
第
三
節
水
産
業
の
健
全
な
発
展
に
関
す
る
施
策

（
多
面
的
機
能
に
関
す
る
施
策
の
充
実
）

第
三
十
二
条

国
は
、
水
産
業
及
び
漁
村
が
国
民
生
活
及
び
国
民

経
済
の
安
定
に
果
た
す
役
割
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
と
と
も
に
、
水
産
業
及
び
漁
村
の
有
す
る
水
産
物
の
供

給
の
機
能
以
外
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
が
将
来
に
わ
た
っ
て
適

切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
な
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善
の
技
術
に
つ
い
て

多
面
的
機
能
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
河
川
の
流
量

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
桐
生
透

20
25
年

10
月

10
日

東
京

AP
浜
松
町

４　内水面部会
（１）内水面生態系の維持・保全・改善の技術について
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「
国
民
に
期
待
さ
れ
て
い
る
内
水
面
の
漁
業
協
同
組
合
の
活
動
」

（
中
村
智
幸
（

20
21
）
：
「
漁
業
経
済
研
究
」
第

64
巻
第

2号
，
第

65
巻
第

1号
）

１
内
水
面
漁
業
の
機
能

〇
本
来
的
機
能

・
内
水
面
の
水
産
物
の
国
民
へ
の
供
給

〇
多
面
的
機
能

・
健
康
増
進
や
医
薬
品
・
健
康
食
品
等
の
原
料
供
給

・
自
然
環
境
や
生
態
系
の
保
全

・
所
得
や
雇
用
の
創
出
・
維
持

・
文
化
の
創
造
・
継
承

・
水
難
救
助
や
防
災

・
親
水
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
（
釣
り
の
管
理
や
監
視
）

・
教
育
や
啓
発

多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
活
動

令
和

7年
度
漁
業
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業

活
動
項
目
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
）

1
藻
場
の
保
全

2
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全

3
魚
介
類
の
放
流

4
干
潟
等
の
保
全

5
ヨ
シ
帯
の
保
全

6
内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善

7
漂
流
、
漂
着
物
、
堆
積
物
処
理

「
機
能
」
（
広
辞
苑
）

物
の
は
た
ら
き
。
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
全
体
を
構
成
し
て
い
る
各
因
子
が
有
す
る

固
有
な
役
割
。
ま
た
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

そ
の
後
の
法
律
改
正

●
漁
業
法
（
平
成

30
年
法
律
第
九
十
五
号
に
よ
る
改
正
）

第
九
章

雑
則

（
運
用
上
の
配
慮
）

第
百
七
十
四
条

国
及
び
都
道
府
県
は
、
こ
の
法
律
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
漁
業
及
び
漁

村
が
、
海
面
及
び
内
水
面
に
お
け
る
環
境
の
保
全
、
海
上
に
お
け
る
不
審
な
行
動
の
抑
止

そ
の
他
の
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
機
能
が
将
来
に
わ
た

っ
て
適
切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
漁
業
者
及
び
漁
業
協
同
組
合
そ
の
他
漁
業
者

団
体
の
漁
業
に
関
す
る
活
動
が
健
全
に
行
わ
れ
、
並
び
に
漁
村
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
十

分
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

漁
業
権
及
び
沿
岸
漁
場
管
理

第
一
節

総
則

（
都
道
府
県
に
よ
る
水
面
の
総
合
的
な
利
用
の
推
進
等
）

第
六
十
一
条

都
道
府
県
は
、
そ
の
管
轄
に
属
す
る
水
面
に
お
け
る
漁
業
生
産
力
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、
水
面
の
総
合
的
な
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水
産
動
植
物
の
生
育
環
境

保
全
及
び
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
後
の
法
律

●
内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
内
水
面
漁
業
振
興
法

平
成

26
年

6月
）

第
一
章

総
則

（
基
本
理
念
）

第
二
条

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
は
、
内
水
面
漁
業
が
水
産
物
の
供
給
の

機
能
及
び
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
自
然
環
境
の

保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
内
水
面
漁
業
の
有
す
る
水
産

物
の
供
給
の
機
能
及
び
多
面
的
機
能
が
適
切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
将
来
に
わ
た

っ
て
国
民
が
そ
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、

講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策

第
四
節

内
水
面
漁
業
の
健
全
な
発
展
に
関
す
る
施
策

（
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
関
す
る
取
組
へ
の
支
援
等
）

第
二
十
一
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
内
水
面
漁
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が

将
来
に
わ
た
っ
て
適
切
か
つ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
内
水
面
漁
業
者
が
行
う

多
面
的
機
能
の
発
揮
に
資
す
る
取
組
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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オ
オ
ク
チ
バ
ス
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
国
外
・
国
内
移
入
種
問
題
の
相
関
図

（
佐
久
間
功
・
宮
本
拓
海
（

20
05
）
：
外
来
水
生
生
物
辞
典
）

外
来
生
物
の
除
去


こ
れ
ま
で
に
外
来
生
物
の
除
去
を
行
っ
た
活
動
組
織
は
、
矢
作
川
（
愛
知
県
）
の

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
の
除
去
だ
け
で
、
外
来
魚
介
類
の
除
去
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。


外
来
生
物
に
よ
っ
て
在
来
生
物
群
及
び
生
態
系
に
影
響
を
受
け
て
い
る
水
域
で
は
、

そ
の
除
去
の
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


対
象
と
な
る
外
来
生
物
の
例
と
し
て
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
コ
ク
チ
バ
ス
、
ブ
ル
ー

ギ
ル
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
、
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
な
ど


前
述
（
中
村
、

20
21
）
の
国
民
の
期
待
率
で
は
、
「
外
来
魚
の
駆
除
」
は

39
.3
％

で
、
漁
場
管
理
事
業
の
う
ち
最
も
高
か
っ
た
。


外
来
生
物
の
除
去
は
、
完
全
除
去
は
困
難
で
あ
り
短
期
間
で
は
効
果
が
望
め
な
い

た
め
、
資
金
・
労
力
と
も
大
き
く
な
る
が
、
在
来
生
物
群
の
保
護
お
よ
び
生
態
系

の
保
全
の
た
め
長
期
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
の
が
望
ま
し
い
。


外
来
魚
の
除
去
に
は
、
「
誰
で
も
で
き
る
外
来
魚
駆
除
」
（
平
成

27
年

3月
水
産
庁

ほ
か
）
な
ど
を
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
調
査
結
果
の
整
理
と
保
存
）

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
」
令
和

7年
3月
（
改
訂
）

内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善

日
常
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
短
期
的
・
突
発
的
な
環
境
の
変
化
を
把
握
）

・
清
掃
活
動
：
ゴ
ミ
の
量
な
ど
活
動
地
域
の
状
況
を
記
録

・
石
倉
カ
ゴ
の
設
置
や
河
床
耕
転
等
の
環
境
改
善
活
動
：
水
温
、
水
量
な
ど
の
環
境
情
報
の
記
録

・
外
来
生
物
の
除
去
：
当
該
生
物
・
被
害
生
物
の
生
息
状
況
な
ど
の
情
報
収
集

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
長
期
的
変
化
や
保
全
活
動
の
成
果
の
確
認
、
年

1回
以
上
）

・
清
掃
活
動
：
地
点
付
近
の
魚
類
・
水
生
昆
虫
な
ど
の
個
体
数
の
把
握
、
ゴ
ミ
の
種
類
・
処
理
量
の
記
録

・
石
倉
カ
ゴ
の
設
置
や
河
床
耕
転
等
の
環
境
改
善
活
動
：
石
倉
カ
ゴ
に
入
っ
た
魚
類
等
の
個
体
数
の
把
握
、

河
床
耕
転
に
よ
る
魚
類
等
の
産
卵
状
況
・
水
生
生
物
の
個
体
数
等
の
記
録

・
外
来
生
物
の
除
去
：
外
来
生
物
の
影
響
を
受
け
る
生
物
の
一
定
面
積
当
た
り
の
量
を
把
握
、
除
去
し
た
外

来
生
物
の
重
量
を
記
録

２
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
＝
多
面
的
機
能
へ
の
国
民
の
期
待

〇
全
体
と
し
て
本
来
的
機
能
よ
り
多
面
的
機
能
の
活
動
が
国
民
に
期
待
さ
れ
て
い
る

〇
特
に
、
「
生
態
系
の
保
全
」
、
「
川
や
湖
の
清
掃
美
化
」
、
「
川
や
湖
の
水
質
改
善
」

３
内
水
面
組
合
の
多
面
的
機
能
の
活
動

〇
内
水
面
組
合
は
地
域
で
の
組
織
力
や
河
川
湖
沼
・
水
生
生
物
に
関
す
る
知
見
等
の
観
点
で
多
面

的
機
能
の
活
動
を
行
う
能
力
を
有
し
て
い
る

〇
多
面
的
機
能
の
活
動
は
組
合
の
本
来
的
な
事
業
で
は
な
い

〇
組
合
が
自
発
的
に
多
面
的
機
能
の
活
動
を
行
う
際
に
支
援
を
求
め
た
り
、
周
囲
が
支
援
し
よ
う

と
し
た
場
合
に
、
行
政
（
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
）
や
住
民
（
周
辺
の
住
民
、
遠
隔
地
の
住

民
）
遊
漁
者
等
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

41



【
調
査
例
】
石
川
県
内
水
面
水
産
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
使
っ
た
結
果

調
査
結
果
の
検
討
：
採
捕
数
と
時
期
・
定
点
ご
と
の
環
境
と
の
比
較


水
温
、
流
量
、
水
質
な
ど
水
の
状
況
や
河
川
形
態
な
ど
の
比
較


水
生
昆
虫
な
ど
の
餌
生
物
量
の
比
較
（
肥
満
度
に
大
き
な
差
が
あ
る
場
合
な
ど
）


年
度
ご
と
の
採
捕
数
や
生
息
密
度
の
比
較


魚
種
ご
と
の
採
捕
数
の
変
化


過
去
の
生
息
状
況
と
の
比
較
：
試
験
研
究
機
関
の
資
料
や
魚
類
図
鑑
な
ど
を
参
考

に
す
る
。


こ
れ
ら
の
作
業
は
、
活
動
組
織
だ
け
で
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
調
査
結

果
を
各
都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
や
大
学
な
ど
に
協
力
・
指
導
を
依
頼
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。


検
討
結
果
は
自
己
評
価
表
並
び
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
整
理
表
の
そ
の
他
の
記
述

欄
に
詳
細
な
記
載
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

魚
各
部
の
名
称
（
川
那
部
浩
哉
・
水
野
信
彦

(1
99

0)
：
川
と
湖
の
魚
②
）

標
準
体
長
：
吻
端
か
ら
尾
び
れ
の
付
け
根
（
脊
椎
骨
の
末
端
）

脊
椎
骨
の
末
端
：
尾
び
れ
を
折
り
曲
げ
る
と
し
わ
が
で
き
る
と
こ
ろ

魚
類
の
調
査
記
録


調
査
時
の
記
録

1
野
帳
へ
の
記
録

年
月
日
、
時
刻
、
採
捕
地
点
（
定
点
）
、
漁
具
・
漁
法
、
人
数
、
魚
種
別
個
体
数

可
能
で
あ
れ
ば
、
気
温
・
水
温
・
流
量
・
濁
り
の
度
合
い
な
ど
も
記
録

2
魚
体
測
定

全
長
（
㎝
）
、
体
長
（
㎝
）
、
体
重

(g
)
肥
満
度
の
算
出

3
漁
獲
効
率

CP
U

E（
尾
数

/回
数
、
尾
数

/時
間

/人
数
な
ど
、
漁
具
漁
法
に
よ
り
異
な
る
）

（
注
）

魚
の
長
さ

全
長
、
標
準
体
長
、
被
鱗
体
長
、
尾
叉
長

肥
満
度
（
体
重

/標
準
体
長

³）
×

10
00

（
餌
料
の
多
少
や
成
熟
状
況
）

た
だ
し
、
成
熟
期
で
は
、
体
重
―
成
熟
魚
の
生
殖
巣
重
量
＝
実
質
肥
満
度

●
調
査
に
は
、
可
能
な
限
り
試
験
研
究
機
関
や
大
学
に
現
地
で
の
協
力
を
依
頼
す
る
。
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活
動
記
録
ア
プ
リ
（
「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様

な
連
携
の
手
引
き
」
水
産
庁

令
和

4年
3月
）

活
動
記
録
の
記
録
・
保
存
・

報
告
に
は
、
多
く
の
書
類
・
写

真
が
必
要
な
た
め
、
時
間
や
労

力
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

記
録
の
作
業
効
率
化
と
活
動
位

置
が
把
握
で
き
る
よ
う
「
環
境

生
態
系
保
全
向
け
活
動
記
録
支

援
サ
ー
ビ
ス
」
が
開
発
さ
れ
ま

し
た
。

デ
ー
タ
の
保
存


調
査
結
果
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
デ
ー
タ
や
写
真
を
し
っ
か
り
と
保
存
す

る
。


保
存
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
フ
ァ
イ
ル
に
す
る
。


活
動
組
織
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
協
議
会
で
も
保
存
す
る
。


調
査
結
果
の
検
討
に
協
力
・
指
導
を
い
た
だ
い
た
試
験
研
究
機
関
や
大
学

等
へ
も
報
告
す
る
。


調
査
を
行
っ
た
年
度
ご
と
に
結
果
を
保
存
し
、
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

【
例
：
魚
体
測
定
】
投
網
に
よ
る
調
査

大
杉
谷
川
（
石
川
県
）

【
例
】
投
網
調
査
の
結
果

小
猿
部
川
の
伝
統
漁
法
を
守
る
会
（
秋
田
県
北
秋
田
市
）

河
床
耕
転
の
効
果
を
投
網
に
よ
る
調
査
で
確
認

年
3～

4回
、
投
網
各

10
投
の
結
果
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正
常
流
量
の
基
に
な
る
維
持
流
量


維
持
流
量
を
決
定
す
る
た
め
の
必
要
流
量
の
算
定
項
目
（

10
項
目
）
の
う
ち
、
魚
類
（
動
植

物
）
の
必
要
流
量
の
算
出
手
順

①
瀬
に
産
卵
又
は
生
息
す
る
魚
種
及
び
回
遊
魚
の
中
か
ら
対
象
魚
種
を
選
定

②
対
象
魚
種
の
中
か
ら
上
・
中
・
下
流
別
、
か
つ
季
節
別
に
代
表
魚
種
を
選
定

③
代
表
魚
種
の
産
卵
場
が
あ
る
場
合
そ
の
流
速
×
水
深
か
ら
、
産
卵
場
が
な
い
場
合
に
は

代
表
魚
種
の
成
魚
の
体
高
の

2倍
の
水
深
か
ら
必
要
な
水
利
条
件
を
設
定

④
必
要
水
利
条
件
か
ら
対
象
と
す
る
瀬
の
必
要
流
量
を
算
定
し
て
一
次
設
定
値
と
す
る

⑤
一
次
設
定
値
に
お
け
る
水
面
幅
を
検
討
し
た
上
で
必
要
流
量
を
決
定

河
川
に
お
け
る
維
持
流
量
設
定
の
課
題

   
―
維
持
流
量
か
ら
環
境
流
量
へ
の
展
開
を
考
え
る

   
   

   
   

   
   

  （
大
浜
秀
規

20
23

水
利
科
学

N
o.

38
9)


維
持
流
量
の
設
定
手
法

1
「
発
電
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（

19
88
）

一
定
の
条
件
に
該
当
し
た
場
合
、
河
川
維
持
流
量
は

0.
1～

0.
3㎥

/s
ec

/1
00
㎢
（
集
水

面
積
）

2
「
正
常
流
量
検
討
の
手
引
き
（
案
）
」
（

19
92
）

正
常
流
量
：
渇
水
時
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
必
要
流
量
で
、
そ
れ
に
加
え
流
水

の
利
用
に
必
要
な
水
利
流
量
の
両
者
を
満
た
す
流
量

動
植
物
の
生
息
地
・
生
育
地
の
状
況
、
景
観
、
塩
害
の
防
止
、
流
水
の
清

潔
保
持
な
ど

10
項
目
別
に
算
定
し
、
そ
の
最
大
値
を
維
持
流
量
と
す
る

3
「
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
指
針
」
（

20
00
）

維
持
流
量
の
増
加
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
、
洪
水
期
前
の
ド
ロ
ー
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
り
、
魚

類
生
息
環
境
の
改
善
が
確
認
さ
れ
た

大
規
模
ダ
ム
の
設
置
に
よ
る
流
量
の
減
少

〇
ダ
ム
の
設
置
に
よ
っ
て
、
下
流
の
流
量
が
減
少
し
、
川
の

3
作
用
で
あ
る
侵
食
・
運
搬
・
堆
積
が
維
持
さ
れ
な
く
な
り
、
淵

の
消
失
や
河
床
の
石
の
埋
没
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
流
量
の
増
加
を
要
望
し
て
も
容
易
に
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

〇
ダ
ム
か
ら
の
流
量
は
、
建
設
省
で
は
昭
和

63
年
（

19
88
）

お
よ
び
平
成

4年
（

19
92
）
、
国
交
省
で
平
成

12
年
（

20
00
）

に
流
量
を
設
定
す
る
手
法
が
出
さ
れ
て
い
る
。

★
ダ
ム
（
主
に
利
水
）

基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高
さ
が

15
ｍ
以
上

河
川
湖
沼
環
境
の
問
題
点

①
直
線
化
・
平
坦
化
、
河
川
内
の
石
の
除
去
、
瀬
と
淵
の
消
失

②
護
岸
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化

③
遡
上
で
き
な
い
河
川
横
断
工
作
物

④
ダ
ム
の
設
置
に
伴
う
、
流
量
の
減
少
・
土
砂
の
堆
積
・
浮
石
の
消
失

⑤
廃
棄
物
に
よ
る
水
質
へ
の
影
響
・
景
観
の
喪
失
、
海
の
汚
染

⑥
湖
岸
の
改
変
に
よ
る
沿
岸
帯
の
消
失

⑦
利
水
に
よ
る
水
位
の
変
動

⑧
富
栄
養
化
に
よ
る
生
物
群
集
の
変
化
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維
持
流
量
か
ら
環
境
流
量
へ

【
環
境
流
量
の
定
義
】
（
白
川

20
09
）

水
利
用
に
よ
る
流
量
減
少
と
攪
乱
の
平
滑
化
か
ら
河
川
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
流
量

【
環
境
流
量
と
し
て
守
る
べ
き
も
の
】

魚
類
の
ほ
か
に
、
地
形
変
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
・
生
物
生
息
場
の
健
全
性
・
持
続
的
人
間

活
動

【
環
境
流
量
の
目
的
】

魚
類
・
陸
域
植
物
・
群
集
レ
ベ
ル
・
物
質
循
環
・
食
物
網
な
ど
河
川
生
態
系
の
保
全

【
今
後
の
取
り
組
み
】

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
水
資
源
利
用
を
考
え
る
た
め
、
環
境
流
量
の
役
割
と

今
後
の
目
指
す
べ
き
状
態
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

必
要
流
量
算
定
フ
ロ
―
図

瀬
に
お
け
る
検
討
の
部

分
（
実
線
で
示
し
た
矢
印

お
よ
び
事
項
）
を
中
心
と

し
て
検
討
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
の
部
分
（
破
線
で

示
し
た
矢
印
お
よ
び
事

項
）
に
つ
い
て
は
十
分
な

検
討
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て

は
今
後
、
よ
り
詳
細
な
検

討
を
要
す
る
。

維
持
流
量
の
現
状
と
自
然
流
量
に
連
動
し
た
定
率
維
持
流
量

流
量
の
計
算
例

維
持
流
量
の

0.
1～

0.
3㎥

/ｓ
/1

00
㎢
と
の
比
較

流
量
は
川
幅
に
よ
っ
て
変
わ
る

●
ウ
グ
イ
の
産
卵
場
所

川
幅
仮
に

5m
水
深

0.
3ｍ

流
速

0.
3ｍ

/ｓ
流
量

5×
0.

3×
0.

3＝
0.

45
㎥

/ｓ
集
水
面
積
は

45
0㎢
～

15
0㎢

●
ア
ユ
の
産
卵
場
所

川
幅
仮
に

5ｍ
水
深

0.
3ｍ

流
速

0.
6ｍ

/ｓ
流
量

5×
0.

3×
0.

6＝
0.

9㎥
/ｓ

集
水
面
積
は

90
0㎢
～

30
0㎢
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サ
カ
ナ
に
は
環
境
の
保
全
・
改
善
は
で
き
ま
せ
ん

河
川
湖
沼
の
環
境
を
保
全
し
、

改
善
で
き
る
の
は

ヒ
ト
だ
け
で
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
と
め
：
内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善
の
た
め
に


内
水
面
の
多
面
的
機
能
を
理
解
し
た
上
で
、
多
く
の
地
域
で
そ
の
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


活
動
の
実
施
に
は
漁
協
だ
け
で
な
く
、
地
域
団
体
、
非
営
利
団
体
、
企
業
、
小
中
学
校
、
高

校
、
大
学
、
研
究
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。


モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
研
究
機
関
の
協
力
・
指
導
並
び
に
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用
に
よ
っ
て
、

よ
り
正
確
な
調
査
を
行
う
。


調
査
記
録
の
作
成
・
保
存
・
報
告
は
、
過
去
の
記
録
と
の
比
較
や
他
の
活
動
組
織
と
の
連
携

を
行
う
た
め
に
必
要
で
あ
る
。


ま
た
、
記
録
の
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
や
こ
れ
か
ら
の
改
善
な
ど
に
向
け
た
、

組
織
と
し
て
の
実
態
把
握
お
よ
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
、
自
己
評
価
表
に

記
入
す
る
必
要
が
あ
る
。


特
に
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
流
量
が
減
少
し
て
い
る
地
域
で
は
、
河
川
生
態
系
保
全
の
た
め
環
境

流
量
実
現
へ
の
要
請
に
関
係
機
関
と
の
協
力
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

環
境
流
量
実
現
の
た
め
に
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福
井
県
の
中
央
に
位
置
し
、
北
に
敦
賀
湾
口
を
開
い
て
日
本
海
に
面
し
、
他
の
三
方
は
山
岳
が
連
な
り
、
敦
賀
湾

と
平
野
部
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

東
西
約

、
南
北
約

、
面
積
は

平
方

（
令
和
元
年

月
日
現
在
）
で
若
狭
湾
に
大
き
く

張
り
出
た
敦
賀
半
島
と

に
及
ぶ
海
岸
線
が
、
敦
賀
湾
を
日
本
海
の
風
や
波
浪
か
ら
防
ぎ
、
天
然
の
良
港
を

形
成
し
て
い
ま
す
。

日
本
三
大
松
原
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
気
比
の
松
原
は
、
敦
賀
湾
の
最
奥
部
に
位
置
し
、
海
と
の
す
ば
ら
し
い
景

観
を
織
り
成
し
て
い
ま
す
。

敦
賀
の
自
慢

豊
か
な
自
然
と
新
鮮
な
海
の
幸
が
敦
賀
の
自
慢
で
す
。
自
然
で
は
、
日
本
三
大
松
原
と
呼
ば
れ
る
「
気
比
の
松

原
」
や
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
水
が
広
が
る
無
人
島
「
水
島
」
が
あ
り
、
海
の
幸
と
し
て
は
、
日
本
海
の
荒
波

に
も
ま
れ
た
「
敦
賀
ふ
ぐ
」
や
冬
の
味
覚
の
王
様
「
越
前
が
に
」
が
有
名
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
緑
に
包
ま
れ
た
北
陸
道
の
総
鎮
守
「
氣
比
神
宮
」
や
恋
の
宮
・
桜
の
名
所
の
「
金
崎
宮
」
な
ど

の
歴
史
資
源
や
、
漫
画
家
松
本
零
士
氏
の
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

位
置
と
地
勢

１
地
域
の
概
要

敦
賀

河
川

を
守

る
会

の
活

動
に

つ
い

て
地
域
の
概
要

活
動
組
織
の
構
成

活
動
内
容

①
河
川
清
掃
（
５
か
所
）

年
～

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

年
～

（
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

年
～

③
教
育
と
学
習
活
動
（
放
流
体
験
・
出
前
教
室
）

年
～

④
産
卵
場
の
整
地

年
～

⑤
川
床
耕
耘

年
～

得
ら
れ
た
成
果
と
今
後
の
課
題

敦
賀

河
川

を
守

る
会

の
活

動
に

つ
い

て

故
郷
の
川
の
活
性
化
を
目
指
し
て

敦
賀
河
川
を
守
る
会

安
達
辰
典

（２）事例紹介　敦賀河川を守る会（福井県敦賀市）
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木
の
芽
川

敦
賀
市
と
今
庄
の
境
界
か
ら
流
れ
て
く
る
川

下
流
で
笙
ノ
川
と
合
流
し
て
海
に
流
れ
ま
す
。

五
位
川

黒
河
川

黒
河
川
（
く
ろ
こ
が
わ
）
は
、
福
井
県
敦
賀
市
を
流
れ
る
笙
の
川
水
系
の
川
で
あ
る
。

福
井
県
敦
賀
市
と
滋
賀
県
高
島
市
の
県
境
（
日
本
海
と
太
平
洋
の
分
水
嶺
）
で
あ
る
黒
河
峠
に
端
を
発
し
、

ほ
ぼ
直
線
的
に
北
上
し
、
敦
賀
市
公
文
名
、
古
田
刈
、
和
久
野
の
三
区
の
境
界
付
近
で
笙
の
川
に
流
入
す
る
。

源
流
付
近
か
ら
福
井
県
道

号
山
櫛
林
線
と
出
会
う
ま
で
は
、
黒
河
林
道
が
平
行
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

上
中
流
域
で
は
黒
河
渓
谷
と
呼
ば
れ
る
渓
流
と
な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
の
人
々
も
見
ら
れ
る
。

笙
の
川
（
し
ょ
う
の
か
わ
）は
、
福
井
県
敦
賀
市
を
流
れ
る
笙
の
川
水
系
の
本
流
で
、
二
級
河
川
。

 

敦
賀
市
東
部
の
池
の
河
内
湿
原
に
源
を
発
し
、
東
部
の
山
地
を
ほ
ぼ
時
計
回
り
に
一
周
。
「
し
」
の

字
を
逆
に
辿
る
よ
う
に
流
れ
る
。
途
中
疋
田
か
ら
は
北
陸
本
線
に
並
行
す
る
よ
う
に
流
れ
、
敦
賀

市
街
西
部
を
北
流
し
て
敦
賀
湾
（
敦
賀
港
）
に
注
ぐ
。

 

川
の
名
前
は
、
中
流
域
の
細
竹
が
笙
を
作
る
の
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。

 

笙
の
川

延
長

ｋ
ｍ
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３
活
動
の
内
容

活
動
日

活
動
区
分

活
動
の
内
容

参
加

人
数

備
考

年
間
活
動
計
画

計
画
・
打
ち
合
わ
せ

河
川
清
掃

草
刈
り
・
ご
み
清
掃

衣
掛
橋
上
流

河
川
清
掃

草
刈
り
・
ご
み
清
掃

衣
掛
橋
下
流

河
川
清
掃

草
刈
り
・
ご
み
清
掃

奥
野
橋

教
育
・
学
習

放
流
体
験

事
務
所
前
・
中
郷
小

河
川
清
掃

草
刈
り
・
ご
み
清
掃

鳩
原

河
川
清
掃

草
刈
り
・
ご
み
清
掃

愛
発
公
民
館
前

生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

水
生
生
物
調
査

か
所

第
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ゴ
ミ
・
草
等
の
確
認

清
掃
し
た

か
所

第
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ゴ
ミ
・
草
等
の
確
認

清
掃
し
た

か
所

第
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ゴ
ミ
・
草
等
の
確
認

清
掃
し
た

か
所

第
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ゴ
ミ
・
草
等
の
確
認

清
掃
し
た

か
所

教
育
・
学
習

出
前
教
室

中
郷
小
学
校

産
卵
場
整
備

川
床
掘
り
起
し
と
整
地

笙
の
川

第
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ゴ
ミ
・
草
等
の
確
認

清
掃
し
た

か
所

生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

水
生
生
物
調
査

か
所

第
回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ゴ
ミ
・
草
等
の
確
認

清
掃
し
た

か
所

川
床
掘
り
起
し

生
息
環
境
改
良

道
口
事
務
所
前

川
床
掘
り
起
し

生
息
環
境
改
良

衣
掛
～

鉄
橋

川
床
掘
り
起
し

生
息
環
境
改
良

鉄
橋
～
堂
橋

川
床
掘
り
起
し

生
息
環
境
改
良

堂
橋
～
堂
新
橋

川
床
掘
り
起
し

生
息
環
境
改
良

堂
新
橋
～
合
流
点

参
加
人
数
合
計

名

河
川

を
守

る
位

置
図

活
動

組
織

名
敦

賀
会

河
川

清
掃

実
施

か
所

①

②

③

④
⑤

⑥②

⑦

⑧

河
床

耕
う

ん
実

施
か

所

⑨

⑪

⑩

教
育

学
習

場
所

活
動
組
織
の
構
成

敦
賀

河
川
を

守
る
会
構

成
員

一
覧

表
 

敦
賀

河
川

を
守

る
会

の
構

成
員

及
び

役
員

は
以

下
の

と
お

り
。

 
１

役
員

 
区

分
 

氏
名

 
住

所
 

備
考

 
代

表
 

谷
本

勝
美

 
敦

賀
市
市

野
々
町

2
丁

目
87

0
番

地
 

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合

組
合
長

 

副
代

表
 

森
正

次
 

敦
賀

市
野
坂

44
-4

3-
12

 
敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合

副
組
合
長

 

副
代

表
 

美
尾

谷
義

治
 

敦
賀

市
道
口

15
-3

2-
3 

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合
理
事

 

幹
事

 
高

木
剛

也
 

敦
賀

市
清

水
町

2-
19

-5
 

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合
理
事

 

書
記

 
岡

本
和

利
 

敦
賀

市
獺

河
内

5-
49

 
敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合

理
事

 

会
計

 
安

逹
辰

典
 

敦
賀

市
ひ

ば
り

ケ
丘
町

94
4
番

地
 

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合

参
事

 

監
査

役
 

小
倉

和
彦

 
敦

賀
市
平

和
町

12
-4

 
敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合
代
表
監
事

 

監
査

役
 

善
木

敏
廣

 
敦

賀
市
杉
箸

82
-1

4-
1 

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合
監
事

 

 ２
漁

業
者

 
氏

名
 

備
考

 
氏

名
 

備
考

 
谷

本
勝

美
 

代
表

 
森

正
次

 
副

代
表

 
美

尾
谷

義
治

 
副

代
表

 
高

木
剛

也
 

幹
事

 
岡

本
和

利
 

書
記

 
小

倉
和

彦
 

監
査

役
 

善
木

敏
廣

 
監

査
役

 
 

 
上
記

役
員

を
含

め
た

、
敦

賀
河
川

漁
業

協
同

組
合

組
合

員
52

名
（
別

添
の

表
の
と

お
り
）

 
 ３

漁
業

者
以

外
 氏

名
 

中
郷

小
学

校
校

長
 

敦
賀

南
小

学
校

校
長

 
中

郷
地

区
区

長
会

代
表

 
中

郷
地

区
子

供
会

指
導

者
代

表
 

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
指

導
者

代
表

 
敦

賀
河

川
漁

業
協

同
組

合
参

事
 

  
構

成
員

総
数

 
漁

業
者

 
漁

業
者

以
外

の
人

数
 

58
名

 
52

名
 

6
名

 
 

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
と
、
小
学

校
の
先
生
、
子
供
会
、
ボ
ー
ス
カ
ウ
ト
な
ど
で

構
成
し
て
い
る
が
、
活
動
の
主
体
は
漁
業
組
合

の
役
員
と
な
る
た
め
、
高
齢
者
（

歳
以
上
・

殆
ど
が
後
期
高
齢
者
）
が
主
で
あ
る
。

活
動

組
織

の
発

足
年

月
日

平
成

25
年

7月
31
日

活
動

年
目

年
度

年
券

日
券

網
券

計
年
券

日
券

計

平
成
１
８

2
1
0

3
7
8

2
1

6
0
9

7
8

1
0
3

1
8
1

1
9

2
0
9

1
8
9

1
5

4
1
3

7
6

1
4
2

2
1
8

2
0

2
1
2

1
6
2

1
4

3
8
8

7
4

5
7

1
3
1

2
1

1
9
7

1
0
7

1
4

3
1
8

1
0
2

9
6

1
9
8

2
2

3
1
6

4
4
5

2
3

7
8
4

1
0
9

8
3

1
9
2

2
3

2
4
9

2
7
2

1
2

5
3
3

8
7

3
1

1
1
8

2
4

2
7
9

3
0
8

1
3

6
0
0

9
7

5
6

1
5
3

2
5

3
2
9

2
0
9

8
5
4
6

9
8

3
9

1
3
7

2
6

2
9
8

1
8
5

1
0

4
9
3

9
8

5
5

1
5
3

2
7

2
4
7

2
1
9

8
4
7
4

9
5

5
6

1
5
1

2
8

2
2
3

1
3
7

7
3
6
7

9
8

7
8

1
7
6

2
9

1
8
1

1
2
7

7
3
1
5

1
1
0

4
8

1
5
8

3
0

1
7
5

1
5
0

0
3
2
5

7
9

3
2

1
1
1

令
和
１

1
7
7

1
1
1

2
2
9
0

8
8

5
6

1
4
4

2
1
8
0

1
4
6

3
3
2
9

7
7

4
3

1
2
0

3
1
7
8

8
1

2
2
6
1

9
6

4
7

1
4
3

4
1
4
6

5
7

2
2
0
5

8
1

2
9

1
1
0

5
1
4
3

9
4

3
2
4
0

8
0

4
8

1
2
8

6
1
2
2

5
9

2
1
8
3

7
1

4
9

1
2
0

遊
漁
証
販
売
数

敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合

鮎
渓
流
釣
り

活
動
組
織
の
母
体
で
あ
る
敦
賀
河
川
漁
業
協
同
組
合
の

遊
漁
券
販
売
数
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、
鮎
・
渓
流
と

も
に
減
少
し
て
お
り
、
特
に
鮎
釣
り
の
衰
退
が
著
し
く

昨
年
度
で
は
、
年
券
が
盛
期
の

，
日
券
で
は

と
な
っ
て
お
り
、
漁
協
経
営
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
組
合
員
の
数
も
現
在
は

４
名
で
、
れ
い
わ

年
の

名
に
対
し
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
化
も
進
み
、
新
規
の
入
会
も
ほ
ぼ
無
い
状
況
。

そ
の
た
め
に
も
、
河
川
環
境
の
改
善
を
行
い
、
川
の
活

性
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
渓
流
に
つ
い
て
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
の
が

唯
一
の
救
い
で
あ
る
。
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①
河
川
敷
の
草
刈
り

月
に
実
施

近
年
は
高
温
化
の
た
め

か
、
草
木
の
成
長
が
早

く
、
繁
茂
状
況
が
ひ
ど

く
な
っ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
リ

ン
グ

④
疋
田
（
愛
発
公
民
館
前
面
）

３
．
２
ｈ
ａ

⑤
奥
野
橋

０
．
１
ｈ
ａ

モ
ニ
タ
リ

ン
グ

③
鳩
原
～

小
河
口

２
．
８

ｈ
ａ

モ
ニ
タ
リ

ン
グ

（
添
付
様
式
１
３
－
３
）

（
河
川
清
掃
：
河
川
敷
の

草
刈
り
、
清
掃
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
水
生
物
調
査
、
産
卵
場
整
地
、

川
床
耕
耘
、
放
流
体
験
、
出
前
教
室
）

令
和
６
年
度

対
象
活
動
状
況
報
告

位
置

図

活
動
組
織
名

敦
賀
河
川
を
守
る
会

①
道

口
・

衣
掛

橋
上

流

０
．
７
ｈ
ａ

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

①
河
川
清
掃
（
草
刈
り
・
ゴ
ミ
拾
い
）

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
定
点
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水
生
生
物
の
個
体
数
密
度
（
N/

0.
2㎡

）
の
経
年
変
化

20
17

年
20

18
年

20
19

年
20

20
年

20
21

年
20

22
年

20
23

年
20

24
年

組
合
下

組
合
前

鳩
原

愛
発

奥
野

02040608010
0

12
0

20
17
年

20
18
年

20
19
年

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

20
24
年

組
合
下

組
合
前

鳩
原

愛
発

奥
野

増
減
を
し
な
が
ら
も
、

や
や
増
加
傾
向
に

あ
っ
た
が
、

年
は
急
減
し
た
。

解
禁
前
の
大
雨
に
よ

る
土
砂
の
堆
積
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

５
か
所
で
水
生
生
物
を
採
集
し
て
計
数
）
６
月
と

月

調
査

に
は

、
口

径
25
cm

×
25
cm

目
合

い
0.
5m

m
の

サ
ー

バ
ー

ネ
ッ

ト
を

用
い

、
1地

区
で

2か
所

の
採

集
を

行
い

、
採

集
物

は
50
％

ア
ル

コ
ー

ル
で

保
存

し
た

後
に

拡
大

鏡
を

用
い

て
分

類
・

計
数

し
た

。

カ
ゲ
ロ
ウ
類
と
ト
ビ
ケ
ラ
類
が
多
く

出
現
し
た
。

分
類
は
「
ト
ビ
ケ
ラ
類
」
「
カ
ゲ
ロ

ウ
類
」
「
そ
の
他
」
の

つ
に
分
け
て

個
体
数
を
計
数
し
た
。

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

河
川
清
掃

か
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）

月
か
ら

月
に
月

回
計

回

月
下
旬

河
川
清
掃

か
月
後

月
下
旬

河
川
清
掃

５
か
月
後

①
河
川
清
掃
（
ゴ
ミ
掃
除
）

河
川
内
の
ゴ
ミ
は
多

様
で
、
タ
イ
ヤ
や
ホ

イ
ー
ル
も
あ
る
。

河
川
敷
の
ゴ
ミ
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ビ

ニ
ー
ル
袋
が
多
い
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③
教
育
と
学
習
活
動
（
出
前
教
室
）

月
に
放
流
体
験
を
し
た
中
郷
小
学
校
の

年
生
を
対
象
に
、

月
に
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
）

鮎
の
生
活
な
ど
の
説
明
、
鮎
釣
り
の
説
明
と
道
具
に
触
れ
る
、
鮎
に
触
れ
る
な
ど

最
後
に
、
ク
イ
ズ
で
学
習
の
理
解
度
を
図
る
。

教
材
に
、
ミ
ニ
図
鑑
等
を
配
布
し
た
。

③
教
育
と
学
習
活
動
（
放
流
体
験

月
に
漁
協
事
務
所
近
く
の
中
郷
小
学
校

年
生
に
よ
り
稚
鮎
を
放
流
し
た
）

組
合
事
務
所
前
の
可
動
堰

大
雨
に
な
る
と
自
動
的
に

堰
が
倒
れ
、
上
流
に
蓄
積

し
た
土
砂
が
一
気
に
流
れ
る
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⑥
道

口
（

河
床

耕
耘

）
２

．
０

ｈ
ａ

⑦
堂

橋
（

河
床

耕
耘

）
０

．
７

ｈ
ａ

⑤
川
床
耕
耘

月
に
実
施

砂
礫
に
埋
も
れ
た
岩
を
掘
り
起
こ
し
、
砂
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
浮
石
状
態
に
戻
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

ま
た
、
岩
の
少
な
い
所
に
は
多
い
所
か
ら
移
設
し
て
配
置
す
る
こ
と
も
適
時
実
施
し
た
。

産
卵
場
整
地
前

産
卵
場
整
地
後

整
地
後
の
手
直
し
作
業

糸
張
り
に
よ
る
カ
ワ
ウ
被
害
防
止

整
地
後
に
は
食
害
防
止
の
糸
張
り
を
別
事
業
で
実
施

④
産
卵
場
の
整
地

産
卵
期
の
前
の

月
上
旬
に
実
施

⑧
笙
の
川
・
木
の
芽
川

合
流
箇
所
（

産
卵
場
整
地
）

１
．
０
ｈ
ａ

笙
の
川
下
流
部
の
木
の
芽
川
と
の
合
流
点
か

ら
下
流
部
、
砂
礫
が
多
く
、
例
年
産
卵
場
と

な
っ
て
い
る
。

近
年
、
砂
が
多
く
な
り
固
く
締
ま
っ
て
い
る

の
と
、
中
洲
が
で
き
て
く
る
た
め
に
重
機
で

の
掘
り
起
こ
し
と
馴
ら
し
を
行
っ
て
い
る
。

重
機
の
掘
り
起
こ
し
の
手
直
し
と
し
て
、
手

掘
り
も
一
部
実
施
し
て
い
る
。
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．
得
ら
れ
た
成
果
と
今
後
の
課
題

得
ら
れ
た
成
果

①
河
川
敷
の
草
刈
り
や
清
掃
に
よ
り
、
川
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

川
へ
の
関
心
度
を
高
め
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
ご
み
捨
て
防
止
に
繋
が
る
。

②
放
流
体
験
・
出
前
教
室
に
よ
り
小
学
生
の
子
供
の
川
や
魚
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

③
清
掃
・
川
床
耕
耘
な
ど
で
、
河
川
環
境
が
良
く
な
っ
た
（
水
生
生
物
が
微
増
し
て
い
る
）

④
近
年
、
鮎
の
遡
上
が
増
加
し
た
（
産
卵
場
整
備
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
る
）

今
後
の
課
題
（
問
題
点
）

①
構
成
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
活
動
量
の
減
少
と
危
険
度
（
川
に
降
り
る
・
川
中
を
移
動
）
の
増
加
が
あ
る
。

②
近
年
の
異
常
気
象
（
猛
暑
・
水
量
不
足
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
）
で
河
川
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
。

河
川
に
堆
積
す
る
土
砂
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

河
川
清
掃
や
川
床
耕
耘
は
、
翌
年
に
は
再
び
元
の
状
態
に
戻
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
毎
年
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
災
害
対
策
と
は
い
え
、
河
川
の
直
線
化
が
進
み
、
従
来
の
瀬
・
渕
が
あ
る
川
が
少
な
く
な
っ
た
。

自
然
河
川
を
構
築
す
る
事
業
が
必
要
と
考
え
る
（
災
害
防
止
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
前
提
）

耕
耘
後
の
状
況

年
ま
で
は

月
に
実
施
し
て
い
た
が
、
大
雪
の
年
に
実
施
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

近
年
は

月
に
実
施
し
て
い
る
。

土
砂
の
堆
積
が
多
い
事
務
所
前

か
ら
下
流
で
実
施
し
て
い
る
。
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河
川
が
抱
え
る
問
題

土
砂
の
堆
積

カ
ワ
ウ
の
食
害

河
川
敷
の
樹
木
の
繁
茂

川
が
全
く
見
え
な
い
！
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個
別
サ
ポ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
②

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い

・
水
生
生
物
の
同
定
方
法
を
知
り
た
い

・
外
来
魚
や
外
来
植
物
の
駆
除
方
法
を
知
り
た
い

・
よ
り
よ
い
川
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
方
法
を
知
り
た
い

・
河
床
耕
耘
の
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い

・
簡
易
魚
道
の
設
置
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い

・
地
域
の
学
校
や
企
業
と
つ
な
い
で
ほ
し
い

な
ど

活
動
組
織
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

個
別
サ
ポ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
①

毎
年
同
じ
計
画
を
出
し
て

い
る
が
、
正
し
い
の
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
。

課
題
は
何
と
な
く
把
握
し

て
い
る
が
、
何
を
改
善
す

べ
き
か
分
か
ら
な
い
。

毎
年
同
じ
方
法
で
作
業
を

を
し
て
い
る
が
、
本
当
に

効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
。

自
然
を
相
手
に
し
た
保
全
活
動
に
お
い
て
は
、
挑
戦
も
失
敗
も
大
事
な
要
素
で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
知
見
、

経
験
を
通
じ
て
、
失
敗
の
確
率
を
下
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
（
＝
効
率
的
な
活
動
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を

ど
う
評
価
し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。

内
水
面
保
全
活
動
を
効
果
的
、
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
派
遣
制
度
※
の
目
的 そ

の
保
全
活
動
の
内
容

と
作
業
量
は
適
切
で
す
か
？

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法

は
適
切
で
す
か
？

次
年
度
の
計
画
に

反
映
で
き
ま
し
た
か
？

適
切
な
保
全
活
動
項
目

を
設
定
し
ま
し
た
か
？

課
題
と
改
善
点
を
把
握

で
き
ま
し
た
か
？

（
※
以
下
個
別
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
）

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用
に
あ
た
っ
て
の
利

便
性
の
向
上
と
ひ
と
う
み
ｊ
ｐ
取
組
情
報
の

充
実
に
つ
い
て

全
国
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

岩
下

誠

（３）サポート専門家の活用にあたっての利便性の向上と

　　 ひとうみ.jp取組情報の充実について
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個
別
サ
ポ
ー
ト
実
施
ま
で
の
流
れ

全
内
漁
連
へ
サ
ポ
ー
ト

申
込
書
を
送
付

担
当
専
門
家
の
決
定

実
施
日
の
調
整

サ
ポ
ー
ト
の
実
施

個
別
サ
ポ
ー
ト
の
例

●
目
的
：
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
よ
る
指
導
等
に
よ
り
、
石
倉
カ
ゴ
の
調
査
方
法

や
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
の
指
導
等
に
よ
り
、
構
成
員
含
む
参
加
者
の
、
河

川
等
の
環
境
保
全
に
関
す
る
理
解
や
関
心
を
高
め
た
い

活
動
開
始
前
に
、
現
場
に
お
い
て
、
地
元
の
小
学
生
お
よ
び
父
兄
を
は

じ
め
と
す
る
参
加
者
に
、
ウ
ナ
ギ
の
生
態
、
生
活
史
お
よ
び
生
息
環
境
改

善
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、
石
倉
増
殖
礁
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
時
に
適
宜
、
参
加
者
に
説
明
を
行
っ
た
。

●
活
動
組
織
：
高
尾
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

令
和

年
月

日
実
施

●
対
応
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
：
望
岡
典
隆
氏

●
活
動
組
織
が
要
望
し
た
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
へ
の
ウ
ナ
ギ
の
生
態
と
保
護
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー

現
在

名
令
和
７
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
支
援
事
業

内
水
面
技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
（
令
和

年
月
現
在
）

氏
名

都
道
府
県

所
属

高
橋

清
孝

宮
城
県

法
人
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
郷
の
会

丹
羽

晋
太
郎

茨
城
県

茨
城
県
水
産
試
験
場
内
水
面
支
場

中
島

淳
志

群
馬
県

両
毛
漁
業
協
同
組
合

淺
枝

隆
埼
玉
県

埼
玉
大
学
名
誉
教
授

林
紀
男

千
葉
県

千
葉
県
立
中
央
博
物
館

川
上

貴
史

神
奈
川
県

株
式
会
社

水
土
舎

桐
生

透
長
野
県

元
山
梨
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

崎
長

威
志

広
島
県

元
広
島
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

宮
林

豊
広
島
県

広
島
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

吉
永

聡
広
島
県

株
式
会
社

水
土
舎

広
島
営
業
所

稲
田

善
和

福
岡
県

九
州
・
水
生
生
物
研
究
所

望
岡

典
隆

福
岡
県

九
州
大
学
特
任
教
授

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

絶
滅
危
惧
種
の
保
全

水
生
植
物
の
駆
除

外
来
種
対
策

河
床
耕
耘
や
魚
道

環
境
学
習

の
専
門
性
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

敬
称
略
）

内
水
面
関
係
の
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

講
習
会
テ
キ
ス
ト
（
運
営
編
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

令
和

年
実
施

活
動
組
織
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

う
ち
、
回
答
の
あ
っ
た
団
体

団
体
の
う
ち
「
⑥
内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善
」
を
活
動
目
的
と
す
る

団
体

知
っ
て
い
る

知
ら
な
か
っ
た

個
別
サ
ポ
ー
ト
制
度
に
つ
い
て

団
体

団
体

個
別
サ
ポ
ー
ト
は

活
動
組
織
の
負
担
が
な
い

団
体

団
体

個
別
サ
ポ
ー
ト
の
申
込
方
法

団
体

団
体

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
知
っ
て
ま
す
か
？
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自
己
評
価
ヒ
ア
リ
ン
グ

前
年
度
の
自
己
評
価
の
点
数
が

を
下
回
る
場
合
に
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
方
を

活
動
組
織
に
派
遣
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

現
地
に
足
を
運
ん
で
活
動
組
織
の
皆
様
に
直
接
話
を
伺
う
こ
と
で
、
初
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
活
動
内
容
、
地
域
と
の
繋
が
り
、
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
、
規
定
の
評
価

基
準
で
は
計
れ
な
い
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他

１
全
国
の
取
組
情
報

最
終
更
新
日
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
に
１
回
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
内
容
を
更
新
し
て
く
だ
さ
い

全
国
の
取
組
情
報

「
全
国
の
取
組
情
報
」
を
公
開
す
る
目
的

・
効
果
的
な
保
全
技
術
と
保
全
活
動
の
情
報
を
活
動
組
織
間
で
共
有

す
る
こ
と
（
横
展
開
）

※
失
敗
を
含
め
、
ど
ん
な
経
緯
で
今
の
活
動
内
容
に
至
っ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

成
功
に
至
っ
た
場
合
は
、
そ
の
要
因
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
取
組
の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に

す
る
こ
と
（
情
報
公
開
）

※
「
全
国
の
取
組
情
報
」
の
ペ
ー
ジ
は
「
ひ
と
う
み

」
の
サ
イ
ト
の
中
で
も
閲
覧

数
が
常
に
上
位
に
あ
り
ま
す
。
情
報
公
開
の
た
め
の
ペ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

国
民
の
皆
様
や
企
業
等
へ
の

の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
悩
み
や
解
決
し
た
い
問

題
を
記
入

例
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

を
き
ち
ん
と
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
か
不
安
が
あ
る
。

例
：
効
率
の
良
い
耕
う
ん
方

法
を
知
り
た
い

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
で

習
得
し
た
い
こ
と
を
記
入

例
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
や

水
生
生
物
の
同
定
方
法
を
習
得
し

た
い
。

例
：
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地

点
の
選
定
や
、
調
査
時
期
に
つ
い

て
習
得
し
た
い
。

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
活
動

組
織
や
日
程
調
整
等
を
担
当
さ

れ
る
方
の
情
報
を
記
入

個
別
サ
ポ
ー
ト
申
込
書
の
作
成

内
水
面
の
場
合
は
全
内
漁
連
へ
お

送
り
く
だ
さ
い

58



担
当

：
全
国
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

岩
下

電
話

：
：

個
別
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
下
記
ま
で
お
気
軽
に

地
域
講
習
会

水
産
多
面
的
活
動
に
関
わ
る
内
容
で
、
専
門
家
の
講
演
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
た
い
場
合
は
、
「
地
域
講
習
会
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

講
習
会
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
限
ら
ず
、
国
・
都
道
府
県
水
産
研
究
機
関
や
大
学
の

研
究
者
と
い
っ
た
有
識
者
を
講
師
と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

相
談
・
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
全
内
漁
連
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
地
域
講
習
会
の
主
催
は
公
益
社
団
法
人
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
で
す
）

●
昨
年
度
の
実
績
●

京
都
府
京
丹
後
市
に
お
い
て
茨
城
県
内
水
面
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
丹
羽
晋
太
郎
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
「
ア
ユ
産
卵
場

造
成
な
ど
に
よ
る
資
源
回
復
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
、

ア
ユ
を
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
い
け
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、

座
学
と
川
で
の
現
地
指
導
を
交
え
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
他

２
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１）南川ラインレスキュー隊（福井県小浜市）

参加活動組織実績資料
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２）鏡川環境保全の会（高知県高知市）
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MEMO
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令和７年度　漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援委託事業

令
和
７
年
度

　漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
講
習
会

　ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
テ
キ
ス
ト
（
東
京
会
場
）

　
　

公
益
社
団
法
人

　全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和７年度

漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会

ブロック講習会テキスト（東京会場）

2025 年 10 月 9 日～ 10 日

ＡＰ浜松町

（東京都港区芝公園２－４－１）

水産庁委託事業
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